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平成22年度

決算報告決算報告
平成２２年度一般会計及び特別会計・企業会計の
決算が、市議会９月定例会で承認されました。皆
様から納めて頂いたお金や国・県から交付された
お金がどのように使われたのかお知らせします。

一般会計【歳入】 歳入決算額：２０３億３,５１２万６千円

自主財源 20.2％
41億944万8千円

【自主財源の内訳】
　　 市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、
　　財産収入・寄附金、繰入金、繰越金、諸収入

依存財源 79.8％
162億2,567万8千円

【依存財源の内訳】
　　地方譲与税・各種交付金、地方交付税、
　　国庫支出金、県支出金、市債

自主財源：市が自主的に収入できる財源（市税や負担金等）
依存財源：市が自主的に収入を確保できない財源
　　　　　（地方交付税や国・県支出金及び市債等）

【
市　

税
】

　

市
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

税
な
ど
、
市
民
の
皆
様
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
お
金
で
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
個
人
所
得
の
減
等

か
ら
４
０
７
万
７
千
円
の
減
と
、
２
年

連
続
し
て
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
地
方
交
付
税
】

　

全
て
の
市
町
村
で
一
定
水
準
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
方

公
共
団
体
間
の
不
均
衡
を
調
整
し
、
財

源
を
保
障
す
る
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
で
す
。

　

阿
蘇
市
の
歳
入
で
最
も
大
き
な
割
合

を
占
め
、
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
は
、
６
億
４
０
５
８
万
１
千

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
交

付
額
は
国
の
動
向
に
よ
り
流
動
的
で
す
。

【
国
・
県
支
出
金
】

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国
・

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
負
担
金
や
補
助
金

な
ど
の
お
金
で
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
の
繰

越
事
業
に
充
当
す
る
国
庫
補
助
金
等
に

よ
り
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
市　

債
】

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国
及

び
金
融
機
関
等
か
ら
借
入
れ
た
お
金
で
す
。

　

借
入
金
は
、
後
年
度
に
亘
り
返
済
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

主
な
収
入

財産収入・寄附金 0.4％
9,133万円

繰入金 0.5％
9,721万9千円

繰越金 3.1％
6億2,772万9千円

諸収入 1.2％
2億4,831万6千円

地方譲与税・各種交付金 3.1％
6億3,516万円

地方交付税 32.5％
65億8,747万8千円

使用料及び手数料 0.8％
1億5,438万7千円

分担金及び負担金 1.1％
2億1,758万5千円

市税 13.1％
26億7,288万2千円

市債 11.6％
23億6,900万円

県支出金 6.9％
14億139万2千円

国庫支出金 25.7％
52億3,264万8千円



一般会計の決算額

広報 あそ 2011.113

一般会計の決算額
歳入総額　２０３億３,５１２万６千円（対前年比３１.７％増）
歳出総額　１８６億５２２万８千円    （対前年比２５.６％増）

歳入歳出差引額　１７億２,９８９万８千円
※前年度からの繰越事業が増えたため決算額が増加

一般会計【歳出】 歳出決算額：１８６億５２２万８千円

議会費 0.8％
1億4,372万5千円

総務費 14.2％
26億4,843万4千円

民生費 24.7％
45億9,725万9千円

衛生費 7.7％
14億3,432万円

農林水産業費 6.3％
11億6,439万6千円

災害復旧費 0.1％
1,021万4千円

8.5％

19.5％

13.5％

2.7％

2.0％

公債費
15億8,209万円

教育費
36億3,964万円

消防費
5億664万4千円

土木費
25億1,190万1千円

商工費
3億6,660万5千円

主
な
歳
出

【
総
務
費
】

　

市
有
財
産
の
維
持
管
理
や
戸
籍
・
徴

税
・
選
挙
・
監
査
な
ど
、
市
の
総
括
的

な
事
務
に
使
っ
た
お
金
で
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
事
業
、
携
帯
電
話
等
エ
リ

ア
整
備
事
業
、
国
勢
調
査
事
業
、
市
議

会
議
員
等
選
挙
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

【
民
生
費
】

　
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方

等
の
福
祉
の
充
実
に
使
っ
た
お
金
で
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
高
齢
者
な
ど

へ
の
各
種
給
付
事
業
、
保
育
所
運
営
事

業
（
子
育
て
支
援
事
業
）
、
乳
幼
児
及

び
児
童
生
徒
医
療
費
助
成
事
業
、
生
活

保
護
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

【
衛
生
費
】

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
や
生
活

環
境
の
保
全
に
使
っ
た
お
金
で
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
予
防
接
種
事

業
、
高
齢
者
・
母
子
検
診
事
業
、
ご
み

収
集
及
び
処
理
事
業
、
合
併
浄
化
槽
設

置
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
【
農
林
水
産
業
費
】

　

農
林
畜
産
業
の
振
興
に
使
っ
た
お
金

で
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
農
道
及
び
林
道

整
備
事
業
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事

業
、
口
蹄
疫
緊
急
対
策
事
業
、
家
畜
導
入

事
業
、
間
伐
材
利
用
促
進
事
業
、
地
籍
調

査
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

【
商
工
費
】

　

商
工
業
の
振
興
や
観
光
振
興
に
使
っ
た
お

金
で
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
商
店
街
活
性
化
事

業
、
観
光
客
誘
致
事
業
、
地
域
振
興
イ
ベ
ン

ト
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

【
土
木
費
】

　

道
路
・
河
川
の
整
備
や
市
営
住
宅
の
整

備
・
運
営
な
ど
に
使
っ
た
お
金
で
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
阿
蘇
市
幹
線
道
路
整

備
事
業
、
市
道
新
設
・
改
良
・
維
持
事
業
、

公
営
住
宅
整
備
事
業
、
阿
蘇
駅
周
辺
整
備
事

業
、
阿
蘇
西
部
地
区
玄
関
口
施
設
整
備
事
業

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

【
消
防
費
】

　

消
防
や
防
災
施
設
の
整
備
な
ど
防
災
活
動

に
使
っ
た
お
金
で
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
阿
蘇
広
域
行
政
事
務

組
合
負
担
金
（
消
防
費
）
、
防
火
水
槽
等
設

置
事
業
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事

業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
【
教
育
費
】

　

小
中
学
校
、
社
会
教
育
、
社
会
体
育
な
ど

に
使
っ
た
お
金
で
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、
阿
蘇
地
区
統
合
中
学
校

整
備
事
業
、
各
小
中
学
校
施
設
整
備
、
文
化
財

保
護
事
業
、
各
種
文
化
振
興
事
業
、
世
界
文
化

遺
産
登
録
推
進
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

　

市
の
借
金
を
返
済
す
る
た
め
に
使
っ
た
お

金
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
返
済
金
の
一
部
は
後
年
度
の
普

通
交
付
税
と
し
て
国
か
ら
措
置
さ
れ
ま
す
。

歳出
使った

お金のこと
使った

お金のこと
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市が特定の事業を行うときに、
経理を明確にするため一般会計と区分した会計特別会計

●坂梨財産区特別会計

事業内容 旧坂梨村内の簡易水道等の管理事業

歳入額 1,875万6千円
歳出額 493万6千円

歳入歳出差引額 1,382万円

●阿蘇山観光事業特別会計

事業内容 阿蘇山公園道路やユースホステルの
運営等の事業

歳入額 1億3,846万円
歳出額 1億3,116万8千円

歳入歳出差引額 729万2千円

●古城財産区特別会計

事業内容 旧古城村内の簡易水道等の管理事業

歳入額 1,804万9千円
歳出額 688万5千円

歳入歳出差引額 1,116万4千円

●下水道事業特別会計

事業内容 公共下水道の整備や促進を図る事業

歳入額 9億7,107万6千円
歳出額 9億2,616万8千円

歳入歳出差引額 4,490万8千円

●中通財産区特別会計

事業内容 旧中通村内の簡易水道等の管理事業

歳入額 2,370万4千円
歳出額 1,065万1千円

歳入歳出差引額 1,305万3千円

●国民健康保険事業特別会計

事業内容 自営業者等が加入する医療保険を
運営する事業

歳入額 40億1,085万5千円
歳出額 38億359万1千円

歳入歳出差引額 2億726万4千円

●宮地財産区特別会計

事業内容 旧宮地町内の所有財産等の管理事業

歳入額 17万1千円
歳出額 14万9千円

歳入歳出差引額 2万2千円

●老人保健事業特別会計

事業内容 高齢者にかかる医療を運営する事業
（平成22年度で特別会計廃止）

歳入額 2,056万円
歳出額 2,056万円

歳入歳出差引額 0円

●古城・中通地区簡易水道事業特別会計
事業内容 簡易水道整備借入金の償還事業
歳入額 339万8千円
歳出額 339万円

歳入歳出差引額 8千円

●介護保険事業特別会計
事業内容 高齢者等への介護サービス給付事業
歳入額 26億7,601万9千円
歳出額 23億4,733万9千円

歳入歳出差引額 3億2,868万円

●診療所特別会計

事業内容 波野診療所の運営事業

歳入額 1億1,519万5千円
歳出額 1億1,385万円

歳入歳出差引額 134万5千円

●後期高齢者医療事業特別会計

事業内容 後期高齢者医療制度の事業
（平成20年4月開始）

歳入額 3億6,184万1千円
歳出額 3億5,203万2千円

歳入歳出差引額 980万9千円

水道事業や病院事業のように市が経営する企業の会計
（収益的収支と資本的収支があり、今回は収益的収支のみ掲載）公営企業会計

●水道事業会計
収益的収入額
（水道料金等） 4億8,744万2千円

収益的支出額
（運営費・維持管理費等） 4億140万8千円

収益的収支 8,603万4千円
当年度純利益　8,603万4千円

●阿蘇中央病院事業会計
収益的収入額
（医療収入等） 10億6,960万7千円

収益的支出額
（運営費・医療費用等） 11億6,308万6千円

収益的収支 △9,347万9千円
当年度純損失　9,347万9千円
※当年度純損失9,347万9千円により、
　累積赤字は4億392万4千円になります。

平成22年度　決算報告
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平成22年度　決算報告

健全化判断比率及び資金不足比率の公表
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（平成１９年６月公布）により、財政状況を統一的な
指標で判断するために設けられた「健全化判断比率」「資金不足比率」の算定及び公表が義務付けら
れています。
　法律では、健全化判断比率・資金不足比率が基準以上となった団体は、財政健全化計画や財政再生
計画を策定し、早期の財政改善に向けた対応を行うこととされています。
　平成２２年度決算に基づく阿蘇市の健全化判断比率及び資金不足比率は下表のとおりで、いずれの
比率も早期健全化基準を下回る結果となりました。

（１）健全化判断比率（１）健全化判断比率
指標名 阿蘇市 早期健全化基準 財政再生基準 用語解説

実質赤字比率 －
（－） 13.34% 20.00% 標準財政規模に対する一般会計等に生じ

ている赤字の割合

連結実質赤字比率 －
（－） 18.34% 35.00%

標準財政規模に対する公立病院や下水道
等公営企業を含む全会計に生じている赤
字の割合

実質公債費比率 11.5%
（12.4%） 25.0% 35.0% 標準財政規模に対する借入金（地方債）

の返済額（公債費）の割合

将来負担比率 70.1%
（84.1%） 350.0% － 標準財政規模に対する借入金（地方債）

など現在抱えている負債の大きさの割合

※１　下段の（　）内は前年度数値です。
※２　実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字ではないため数値は表記していません。

●参考（イメージ図）

（２）資金不足比率（２）資金不足比率

特別会計の名称 阿蘇市 経営健全化基準
水道事業会計 －

20.0%阿蘇中央病院事業会計 －
下水道事業会計 －

※各会計ともに資金不足ではないので数値は表記していません。

①　実質赤字比率 ②　連結実質赤字比率

③　実質公債費比率 ④　将来負担比率

基　準

阿蘇市

13.34% 20%
早期健全化基準 財政再生基準

注意
(健全化計画)

危険
（国が関与）

0%（該当なし）

基　準

阿蘇市

18.34% 35%
早期健全化基準 財政再生基準

注意
(健全化計画)

危険
（国が関与）

0%（該当なし）

基　準

阿蘇市

25% 35%
早期健全化基準 財政再生基準

注意
(健全化計画)

危険
（国が関与）

11.5%

基　準

阿蘇市

350%
早期健全化基準

70.1%

注意
(健全化計画)

《問い合わせ先》　財政課 財政係　☎２２－３２０４
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地
震
へ
の
備
え
、
大
丈
夫
で
す
か
。

阿
蘇
市
で
は
、
避
難
施
設
や
緊
急
時
の
避
難
輸
送
経
路
な
ど
を

記
載
し
た
地
震
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

阿
蘇
市
で
は
地
震
防
災
に

備
え
る
た
め
、
避
難
施
設
及

び
緊
急
時
に
お
け
る
避
難
輸

送
経
路
等
を
記
載
し
て
い
る

地
震
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
阿

蘇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
防
災

欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

地
震
防
災
マ
ッ
プ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
、
市
役
所
・
内

牧
支
所
・
波
野
支
所
及
び
図

書
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
方
は
お
持
ち
帰

り
く
だ
さ
い
。

　

地
震
防
災
マ
ッ
プ
に
は
、

左
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
る

木
造
住
宅
の
『
耐
震
診
断

チ
ェ
ッ
ク
項
目
』
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
問
診
の
10
項
目

で
、
ご
自
宅
の
耐
震
診
断
が

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
の
で
、

各
ご
家
庭
で
評
点
を
つ
け
判

定
し
、対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
意
：
こ
の
診
断
で
は
、

地
盤
に
つ
い
て
は
考
慮
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
宅

が
立
地
し
て
い
る
地
盤
の
影

響
に
つ
い
て
は
専
門
家
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
下
記
に
記
載
し
て

い
る
『
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
１
７
１
』
は
、
災
害
発
生

時
に
被
災
地
の
方
と
、
連
絡

及
び
安
否
確
認
が
で
き
た

り
、
又
ご
自
宅
の
電
話
に
伝

言
を
残
せ
ま
す
。
地
震
時
の

備
え
と
し
て
、
利
用
方
法
を

事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

災害時、自宅の電話に伝言を残せます！
災害用伝言ダイヤル１７１ 災害発生時に被災地の方と連絡・安否確認

家族間や知人間などの、安否の確認連絡に活用できます。
ご利用にあたっての事前契約等は、一切不要です。

録音方法

１７１ １ ×××× ×× ××××( ) －

音声による
案内が流れます

伝言を入れる
1メッセージあたり
３０秒以内

被災地の方は自宅の電話番号、被災地以外の方は被災地の方の電話番号を
市外局番からダイヤルしてください。

再生方法

１７１ ２ ×××× ×× ××××( ) －

音声による
案内が流れます

伝言を聞く

被災地の方は自宅の電話番号、被災地以外の方は被災地の方の電話番号を
市外局番からダイヤルしてください。

自分の電話番号（市外局番から）

相手の電話番号（市外局番から）

※利用可能な端末はＮＴＴの一般電話、公衆電話、携帯電話です。
※ 携帯電話のご利用に関して（一部の通信事業者を除く）詳しくは皆さまがご
契約されている通信事業者へご確認をお願いします。

※ 録音された伝言は被災地の方の電話番号を知っている人すべての人が聞くこ
とができます。

※ 暗証番号（任意の数字４桁）により、他人に聞かれたくない伝言など特定の
方々の間での伝言録音・再生もできます。

阿蘇市地震防災マップ
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阿蘇市地震防災マップ

耐震診断問診１～１０にある該当項目をチェックしてください。
例えば、問診１の場合、ご自宅を新築したのが昭和６０年（１９８５年）
でしたら、評点１となります。

Ｑ１ 建てたのは
いつ頃ですか？

建てたのは昭和５６年（１９８１年）６月以降 １
建てたのは昭和５６年（１９８１年）５月以前 ０
よく分からない ０

問　診 項　目 評点

いままでに大きな
災害に見舞われたこと
はありますか？

大きな被害に見舞われたことがない １
床下浸水・床上浸水・火災・車の突入事故・大地震・崖上隣地の
崩落などの災害に遭遇した ０

よく分からない ０

増築について

増築していない。または、建築確認など必要な手続きをして増築した １
必要な手続きを省略して増築し、または増築を2回以上繰り返して
いる。増築時、壁や柱を一部撤去するなどした ０

よく分からない ０

傷み具合や補修・
改修について

傷んだところは無い。または、傷んだところはその都度補修してい
る。健全であると思う １

老朽化している。腐ったり白蟻の被害など不都合が発生している ０
よく分からない ０

建物の平面は
どんな形ですか？

どちらかというと長方形に近い平面 １
どちらかというとＬの字・Ｔの字など複雑な平面 ０
よく分からない ０

大きな吹き抜けが
ありますか？

一辺が４ｍ以上の大きな吹き抜けはない １
一辺が４ｍ以上の大きな吹き抜けがある ０
よく分からない ０

１階と２階の壁面が
一致しますか？

２階外壁の直下に１階の内壁または外壁がある。または、平屋建である １
２階外壁の直下に１階の内壁または外壁がない ０
よく分からない ０

壁の配置の
バランスは？

１階外壁の東西南北どの面にも壁がある １
１階外壁の東西南北各面のうち、壁が全くない面がある ０
よく分からない ０

屋根葦材と
壁の多さは？

瓦など比較的重い屋根葦材であるが、１階に壁が多い。または、ス
レート・鉄板葦・銅板葦など比較的軽い屋根葦材である １

和瓦・洋瓦など比較的重い屋根葦材で、１階に壁が少ない ０
よく分からない ０

どのような
基礎ですか？

鉄筋コンクリートの布基礎またはベタ基礎・杭基礎 １
その他の基礎 ０
よく分からない ０

Ｑ２
Ｑ３
Ｑ４
Ｑ５
Ｑ６
Ｑ７
Ｑ８
Ｑ９
Ｑ10
問診１～10の評点を合計します
評点合計

点

評
点
の
合
計

10点
8～9点
7点以下

判
定
・
今
後
の
対
策

ひとまず安心ですが、念のため専門家に診てもらいましょう。
専門家に診てもらいましょう。
心配ですので、早めに専門家に診てもらいましょう。

《問い合わせ先及び各機関のホームページ》※テレビ・ラジオなどからの情報収集に努めてください。
●建設課 建設係　☎２２－３１８７　●阿蘇市ホームページ http://ｗｗｗ.city.aso.kumamoto.jp/
●気象庁(地震情報) http://ｗｗｗ.jma.go.jp/jp/quake/　●内閣府(防災情報) http://www.bousai.go.jp/5jishin/
●日本道路交通情報センター http://www.jartic.or.jp/



元気元気
前田マネージャーの地域振興・活動レポート

皆さんの元気は阿蘇市の元気 !
阿蘇市の元気は、九州の元気 !

阿蘇市を観光地にふさわしい好感の持てるまちにするために、今年
1 月から、東京の（株）ＡＮＡ総合研究所からの派遣で、地域振興マ
ネージャーとして活動している前田香保里さん。前田さんにこれまで
の活動や取り組みについて報告いただきました！

▲会社の壁に阿蘇の花と五岳くんと火の
　子ちゃん！

▲お話をさせていただいた後、お酒を飲みながら
　の談義が何より嬉しいです。（町２区商店街活性
　化整備事業第１回区民懇談会の様子）

　
こ
ん
に
ち
は
。
阿
蘇
市
地
域
振
興

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
仕
事
を
し
て
お

り
ま
す
前
田
で
す
。

　

平
成
23
年
１
月
か
ら
阿
蘇
市
商
工

観
光
課
に
月
に
５
日
間
、
滞
在
し
て
活

動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
９
月
で
９
回
を
重
ね
ま
し

た
。
月
に
５
日
で
す
の
で
、
延
べ
日
数

で
は
１
ヶ
月
半
程
度
で
は
あ
り
ま
す

が
、
毎
月
訪
れ
る
度
に
阿
蘇
の
新
た
な

魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ 

一 

年
を

経
過
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
阿
蘇
の
全

て
の
季
節
を
体
感
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

四
季
の
移
り
変
わ
り
に
応
じ
て
変
化
す

る
阿
蘇
の
雄
大
な
景
色
、
そ
し
て
、

阿
蘇
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
持
つ
素

晴
ら
し
さ
に
感
動
し
て
い

ま
す
。
毎
回
す
べ
て
を
回

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
な
る
べ
く
滞
在
し

て
い
る
間
は
、
阿
蘇
市
全

域
を
繰
り
返
し
訪
れ
て
新

し
い
魅
力
を
発
見
し
よ
う

と
努
め
て
お
り
ま
す
。
現

在
で
は
、
阿
蘇
に
行
く
、

と
い
う
よ
り
も
、
阿
蘇
に

帰
る
、
と
い
う
表
現
が
し
っ

く
り
す
る
ほ
ど
、
阿
蘇
に
魅
了
さ
れ
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
東
京
で
は
新
橋
に
あ
る
職
場
に
お

り
ま
す
が
、
職
場
の
壁
に
も
阿
蘇
の
ポ

ス
タ
ー
を
貼
っ
て
、
社
内
で
阿
蘇
の

Ｐ
Ｒ
を
し
て
お
り
ま
す
。

◇
こ
れ
ま
で
の
活
動

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
声
を
か
け
て

い
た
だ
い
た｢

ま
ち
」
や｢

会
」
で
、
観

光
や
も
て
な
し
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

担
当
い
た
し
ま
し
た
。
堅
苦
し
い
セ
ミ

ナ
ー
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
前
後
の

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
話
し
合
い
の
場
も
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
方
々
と
お
会

い
で
き
る
機
会
を
も
ら
え
る
こ
と
は
何

よ
り
の
歓
び
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

に
合
わ
せ
て 

お
話
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
参
加
の
皆
さ
ま
か
ら
も
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
阿
蘇
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
て
、
貴
重
な
時
間
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
旅
館
組
合
の
女
将

の
会
の
会
合
に
参
加
の
機
会
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
時
に
は
接
客
力
の
向
上

に
向
け
て
の
話
し
合
い
、
さ
ら
に
、
個
別

に
顧
客
対
応
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
も
、

一 

緒
に
考
え
な
が
ら
解
決
策
を
模
索
し

て
い
ま
す
。

　

女
将
の
会
は
、
こ
の
８
月
に
女
将
カ

フ
ェ
と
い
う
形
で
内
牧
温
泉
街
に
新
た

な
ス
ポ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
話
し
合

い
を
重
ね
、実
際
に
活
動
す
る
に
あ
た
っ

て
の
様
々
な
課
題
の
検
討
を
し
た
り
、

悩
ん
だ
り
さ
れ
て
い
る
場
に
同
席
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
に
至

る
ま
で
に
は
、
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
多
忙
な
女
将
さ
ん
が
、

お
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
も
、
で
き
る
人

が
で
き
る
こ
と
を
と
、
時
間
の
や
り
く

り
を
し
な
が
ら
、
訪
れ
た
人
へ
の
も
て
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伝
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
訪

れ
た
人
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
持
ち
寄
り
、
今

あ
る
も
の
を
で
き
る
だ
け
活
用
し
て
笑

顔
で
「
も
て
な
し
の
場
所
」
を
作
り
上

げ
、そ
の
力
を
発
揮
し
始
め
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
を
始
め
た
こ
と
自
体
も
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
ま
ず 

一 

つ
、
訪

れ
た
人
を
も
て
な
す
場
所
が
出
来
た
こ

と
も
有
り
難
く
、
こ
れ
か
ら
も
無
理
な

旅
の
時
間
の
全
て
を
通
じ
て
そ
の
土
地

の
印
象
を
お
土
産
に
持
っ
て
帰
り
ま
す
。

　

阿
蘇
市
は
、一 

の
宮
エ
リ
ア
、
内
牧

エ
リ
ア
、
波
野
エ
リ
ア
、
坂
梨
エ
リ
ア
、

そ
の
他
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー

が
違
い
ま
す
。
そ
の
違
う
と
こ
ろ
が
、

素
晴
ら
し
い
宝
物
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

阿
蘇
は
広
す
ぎ
て
統 

一 

感
が
な
い
、

観
光
の
目
玉
が
な
い
、今
風
で
は
な
い
、

等
の
話
も
聞
き
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

エ
リ
ア
が
違
う
か
ら
こ
そ
、
何
回
訪
れ

て
も
新
し
い
発
見
が
で
き
る
と
い
え
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
の

中
に
は
、
今
あ
る
も
の
を
活
か
せ
る
部

分
が
ま
だ
ま
だ
、
た
く
さ
ん
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
水
、
温
泉
、
宿
場
の
雰

囲
気
、
美
味
し
い
野
菜
・
花
・
・
・

人
が
訪
れ
た
い
と
思
う
要
素
が
た
く
さ

ん
あ
る
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
阿

蘇
市
と
し
て
管
轄
し
て
い
る
地
域
が
広

く
、
移
動
が
不
便
と
い
う
こ
と
は
事
実

だ
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
も
多
く
の
観

光
客
が
自
家
用
車
、
ま
た
は
レ
ン
タ

カ
ー
等
で
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、一 

度
訪
れ
た
人
が
、
再
度
訪
れ
て

く
れ
る
可
能
性
は
、充
分
に
あ
り
ま
す
。

な
し
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
深
く
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
担
当
さ
れ
て
い
る
女
将
の

方
々
が
、「
う
ち
だ
け
、
来
て
も
ら
う

人
を
増
や
す
の
で
は
な
く
、
こ
の
阿
蘇

の
地
域
に
来
て
く
れ
る
人
、好
き
に
な
っ

て
く
れ
る
人
を
増
や
し
た
い
」
と
、
内

牧
の
案
内
は
も
と
よ
り
、
阿
蘇
全
域
の

観
光
の
紹
介
を
し
、
宮
地
の
水
基
巡

り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
壁
に
貼
る
な
ど
、

阿
蘇
を
よ
り
広
く
、
多
く
の
魅
力
を

く
女
将
の
方
々
が
楽
し
み
な
が
ら
事
業

を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
、
私
も
出
来

る
だ
け
の
こ
と
で
お
手
伝
い
を
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
ち
の
人
と
訪

れ
た
観
光
客
と
の
交
流
の
場
に
な
る
と

良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
阿
蘇
は
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
！

　

さ
ら
に
素
晴
ら
し
く
！

　

私
は
、
現
在
阿
蘇
市
の
経
済
部
商

工
観
光
課
に
お
り
ま
す
。
主
な
仕
事

と
し
て
、 　

訪
れ
た
人
の
満
足
度
の
向

上
、　

と
い
う
点
と　

阿
蘇
の
食
に
関

す
る
開
発
と
向
上
を
図
る
こ
と　

、

と
い
う
二
点
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

要
は
、
訪
れ
た
人
を
い
か
に
阿
蘇
の
地

域
全
体
の
力
で
も
て
な
す
か
、
と
い
う

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、

訪
れ
た
人
の
満
足
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
全
て
に
関

係
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
勉

強
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

訪
れ
た
人
は
、
そ
の
地
域
の
空
気
を

感
じ
、
人
と
会
話
し
、
期
待
す
る
食
べ

物
を
食
べ
、
買
い
た
い
も
の
を
買
い
、

”

“

”

“

　今年の 8 月、内牧に新しくオープンした　今年の 8 月、内牧に新しくオープンした
“おかみカフェゆうすげ” “おかみカフェゆうすげ” 
　内牧温泉旅館の女将さんたちが温かく迎えて　内牧温泉旅館の女将さんたちが温かく迎えて
くれる「人に優しい」をテーマにしたカフェです。くれる「人に優しい」をテーマにしたカフェです。
　まちの人と訪れた観光客との交流の場となる　まちの人と訪れた観光客との交流の場となる
ような店づくりを目指しています。ような店づくりを目指しています。

　今年の 8 月、内牧に新しくオープンした
“おかみカフェゆうすげ” 
　内牧温泉旅館の女将さんたちが温かく迎えて
くれる「人に優しい」をテーマにしたカフェです。
　まちの人と訪れた観光客との交流の場となる
ような店づくりを目指しています。

おかみカフェおかみカフェ

ゆうすげゆうすげ
おかみカフェおかみカフェ

ゆうすげゆうすげ
おかみカフェ

ゆうすげ

　毎朝汲み上げる温泉水を　毎朝汲み上げる温泉水を
使った使った“温泉水珈琲”。“温泉水珈琲”。
温泉温泉成分も豊富に含んだ成分も豊富に含んだ
まろやかな味わいです。まろやかな味わいです。

　毎朝汲み上げる温泉水を
使った“温泉水珈琲”。
温泉成分も豊富に含んだ
まろやかな味わいです。

営業時間　11：00～ 15：00
定 休 日　月・金・土
＊12席・駐車場有り 阿蘇市内牧 253番地

３２-0011
おかみカフェ ゆうすげ
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◇
阿
蘇
の
良
さ
は

　

知
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
？

　
９
月
に
観
光
学
を
学
ぶ
東
京
の
学
生

が
阿
蘇
に
実
習
で
来
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
良
い
機
会
だ
っ
た
の
で
学
生
か
ら
阿

蘇
の
印
象
や
、
訪
れ
て
わ
か
っ
た
こ
と

な
ど
、自
由
に
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

若
者
ら
し
い
率
直
な
意
見
を
も
ら
い
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
も一人
の
女
子
学
生

が
、「
阿
蘇
に
実
習
で
参
加
す
る
こ
と

に
し
た
と
き
に
思
っ
た
こ
と
は
、　

阿

蘇
っ
て
、
火
山
し
か
な
い
じ
ゃ
な
い
！　

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
実
際
に

実
習
で
来
た
ら
、
た
く
さ
ん
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
ぜ
ひ
ま
た
来
た
い
と

思
い
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
人
に

阿
蘇
の
話
を
す
る
と
「
阿
蘇
山
っ
て
火

山
で
す
ね
」
と
だ
け
の
イ
メ
ー
ジ
の
人

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。「
九
州
だ
か
ら
、

暖
か
い
山
の
温
泉
地
で
す
ね
」
と
も
言

わ
れ
ま
す
。

　

阿
蘇
は
有
名
な
観
光
地
で
あ
り
な
が

ら
、そ
の
ふ
も
と
の
阿
蘇
市
の
存
在
は
、

そ
の
観
光
地
の
名
前
ほ
ど
は
、
知
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。
私
自
身
、
阿
蘇

に
は
観
光
で
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
火
口
以
外
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
外
輪
山
に
ぐ
る
り

と
囲
ま
れ
た
カ
ル
デ
ラ
の
中
に
立
っ
た
と

き
、
こ
の
中
に
街
が
あ
り
、
鉄
道
が
走

り
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
生
活
を
し
て

い
る
と
い
う
事
実
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
景
色
に
触
れ
た
時
の
感
動

は
な
か
な
か
他
の
人
に
表
現
し
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ

説
明
を
試
み
て
も
難
し
く
、
最
後
は
、

「
と
に
か
く
来
て
！ 

一 

度
こ
の
ま
ち
に

立
っ
て
景
色
を
眺
め
て
み
て
！
」
と
い
う

よ
り
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
、

こ
の
景
色
は
来
て
見
な
い
と
わ
か
ら
な

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
お
か
げ
で
「
と

に
か
く
来
る
」
友
人
・
同
僚
も
徐
々
に

増
え
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

最
近
は
「
行
っ
て
き
た
よ
」「
良
か
っ
た

よ
」と
報
告
を
し
て
く
れ
る
た
び
に
、「
今

度
は
冬
に
来
て
ね
」「
春
の
緑
は
素
晴
ら

し
い
よ
」と
必
ず 

一 

言
付
け
加
え
ま
す
。

　

ま
ち
に
人
が
訪
れ
て
消
費
活
動
を

行
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
リ
ピ
ー
ト
し

て
も
ら
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

し
か
し
、
繰
り
返
し
訪
れ
て
も
ら
う
た

め
に
は
、一 

度
訪
れ
た
人
が
期
待
以
上

に
満
足
し
、
か
つ
、
さ
ら
に
ま
だ
見
な
い

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
阿
蘇
の
魅
力
は
、
そ
の
人
が
訪
れ

た
時
季
や
物
・
場
所
以
外
に
た
く
さ
ん

の
魅
力
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
い
う
こ
と

を
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

スタッフの方が雑草を除草。
雑草を抜いただけでもまち
の雰囲気は変わりますね。
今度はお花を植えたいです。

　

何
よ
り
、
人
は
ど
ん
な
に
不
便
な
と

こ
ろ
で
も
、　
行
く
に
値
す
る　
と
思
っ
た

場
所
に
は
必
ず
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
逆

に
考
え
れ
ば
、　

行
く
に
値
し
な
い　

と
思
う
場
所
は
、
た
と
え
便
利
な
場
所

で
あ
っ
て
も
人
は
訪
れ
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
手

段
で
あ
れ
今
日
訪
れ
た
人
を
、
充
分

満
足
さ
せ
る
だ
け
の
価
値
が
あ
る
だ
ろ

う
か
、
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
す
。

　
お
天
気
に
よ
っ
て
、日
に
よ
っ
て
、

 

一 

日
の
時
間
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
の

素
晴
ら
し
さ
は
、
こ
の
カ
ル
デ
ラ
の
中

に
降
り
立
っ
て
こ
そ
の
感
動
だ
と
思
い

ま
す
。
自
信
を
持
っ
て
「
阿
蘇
は
本
当

に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
よ
」
と
話

し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と
素
敵
な

ま
ち
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
の
た
め
に

何
が
必
要
な
の
か
を
み
な
さ
ん
と 

一 

緒

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
原
点
と
な
る
の
は
、　

今
で
き
る
こ
と

を
今
や
っ
て
み
る　

と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
女
将
カ
フ
ェ
は
、
お
店
の
み
で

は
な
く
、
向
か
い
の
駐
車
場
の
雑
草
を

抜
く
と
い
う
ほ
ん
の
少
し
の
活
動
で
ず

い
ぶ
ん
印
象
が
変
わ
り
ま
し
た
。

”

“

”

“

”

“

”
“
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の　

質　
を
高
め
、　

他
に
な
い
本
物　

を
追
求
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
訪
れ

た
人
に
と
っ
て
も
、
尽
き
ぬ
阿
蘇
の
魅

力
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
も
う 

一 

度
私
た
ち
の
身
の
回
り
を

見
回
し
て
「
阿
蘇
」
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

を
探
し
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
私
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
は
、

物
語
で
す
。
阿
蘇
五
岳
の
う
ち
、
根

子
岳
に
ひ
か
れ
て
い
ま
す
。
涅
槃
像
は

山
を
表
現
す
る
素
晴
ら
し
い
形
容
で
す

が
、　

阿
蘇
の
根
子
岳
く
ら
い
、
ネ
コ
に

ま
つ
わ
る
伝
説
が
多
い
山
は
な
い　

と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

日
本
む
か
し
話
の
「
や
ま

の
ね
こ
屋
敷
」
は
有
名
で

す
が
（
絵
本
を
買
い
ま
し

た
）、
ほ
か
に
も　

阿
蘇

の
山
に
は
、
猫
の
大
王
が

い
て
、
日
本
の
ネ
コ
た
ち

は
、
７
歳
を
過
ぎ
る
と
み

な
修
行
に
来
る　

と
い
う

類
の
お
話
が
と
て
も
素
敵

で
す
。
根
子
岳
が
ネ
コ
の

姿
に
見
え
る
場
所
が
あ
っ

た
ら
是
非
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
こ
の
文
章
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た

方
で
、「
こ
こ
か
ら
見
る
根
子
岳
は
猫

大
王
に
見
え
る
よ
！
」
と
い
う
よ
う
な

お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
っ
た
ら
是
非
教
え

て
く
だ
さ
い
。
日
本
中
の
ネ
コ
が
修
行

し
に
集
ま
る
山
・
ネ
コ
の
聖
地
・
・
・

な
ん
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
場
所
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

も
し
詳
し
く
ご
存
知
の
方
が
い
ら
し
た

ら
、
た
く
さ
ん
お
話
を
聞
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
阿
蘇
は
山
の
自
然
が
主
な
観

光
地
で
あ
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
女
性

を
満
足
さ
せ
る
部
分
が
少
な
い
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。
も
て
な
し
の
お
話
を

す
る
際
も
、
参
加
者
に
女
性
が
少
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
旅
の
主
流
は
中
高

年
の
女
性
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

阿
蘇
の
魅
力
を
目
一
杯
楽
し
め
る
女
性

旅
も
模
索
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
い

ろ
い
ろ
な
阿
蘇
の
女
性
と
も
話
し
を
す

る
機
会
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ち
を
元
気
に
し
よ
う
と
思
う
女
性
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ一緒
に　

女
性
目
線
の
阿
蘇

の
魅
力　
に
つ
い
て
語
り
ま
し
ょ
う
！

そ
の
「
伝
え
る
」
チ
ャ
ン
ス
は
、
ま
ち

の
人
々
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
こ

と
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
夏
に
訪
れ
た
人
に
、「
今
度

は
冬
に
来
る
と
ま
た
違
っ
た
阿
蘇
の
魅

力
が
あ
り
ま
す
よ
、
古
閑
の
滝
と
い
う

の
が
あ
っ
て
・
・
・
」
と
い
う
何
気
な

い
会
話
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
人
の

心
に　

今
で
も
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
な

の
に
、
も
っ
と
違
っ
た
も
の
が
あ
る
な
ら

是
非
ま
た
来
て
見
た
い　

と
い
う
期
待

を
生
み
出
す
の
で
す
。

　

阿
蘇
の
魅
力
を
伝
え
、
わ
か
っ
て
も

ら
っ
た
な
ら
ば
、
き
っ
と
訪
れ
た
人
と
楽

し
い
会
話
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
声
を
か
け

て
私
た
ち
自
身
が
会
話
を
楽
し
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

◇
こ
れ
か
ら
め
ざ
し
た
い
こ
と

　
こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し

い
阿
蘇
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
阿
蘇
な
ら

で
は
の
お
宝
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
独
歩
で

あ
ま
り
連
携
せ
ず
に
存
在
し
て
い
る
こ

”

“

と
を
残
念
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

阿
蘇
を
訪
れ
よ
う
と
す
る
人
は
、
大

き
く
「
阿
蘇
」
と
い
う
言
葉
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
、
そ
の
中
で
魅
力
的
な
と
こ
ろ

は
あ
る
の
か
、
ど
こ
で
何
を
す
る
か
、

そ
の
た
め
に
ど
う
移
動
す
る
の
が
効
率

的
か
、
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
「
期
待
」

を
持
っ
て
旅
に
出
て
来
ま
す
。
訪
れ
る

人
に
と
っ
て
は
、市
で
あ
っ
て
も
町
で
あ
っ

て
も
そ
の
区
分
け
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。
阿
蘇
な
ら
で
は
の
モ
ノ
や
コ
ト
、

阿
蘇
に
来
た
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
食
、

空
気
、
た
く
さ
ん
の
宝
物
を
際
立
た
せ

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち

に
あ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
（
突
出
し

た
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
も
の
）
に
、

ま
ず
は
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
他
の
成
功
し
た
地
域
の
ま
ね
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
良
い
点
は
取

り
入
れ
、
学
ん
で
い
く
こ
と
は
重
要
で

す
が
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
、
と
い
う

部
分
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
阿
蘇
ら
し
さ
、
阿
蘇
で 

一 

番
、

阿
蘇
に
来
な
い
と
得
ら
れ
な
い
も
の
、

食
べ
ら
れ
な
い
も
の
、そ
れ
ら
の「
良
さ
」

”

“
”

”

”

“

“

“

”

“
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認知症の相談はかかりつけ医へ
▶地域認知症事例検討会開催

　９月１４日、市役所で、地域認知症事例検討会
が開催されました。
　この検討会は、医療と介護の連携を目的とし、
１０医療機関から医師が、２１介護機関から介護
支援専門員が参加しました。
　事例検討では、実際に地域で起きた認知症の事
例を通じて、医師や介護支援専門員の立場から意
見や連携体制の在り方について意見が交わされま
した。また、医師からは、家族がいない認知症の
方への対応について苦慮しているとの発言もあり、
その場合は市役所が介入して支援ができないかな
ど、活発に意見が交わされました。
　阿蘇市では、かかりつけ医への認知症相談や診
察を推進しております。認知症のことでお困りの
ときはぜひかかりつけ医へご相談ください。

男女共同参画を訴えるユニーク作品多数！
▶平成２３年度阿蘇市男女共同参画川柳

　阿蘇市男女共同参画審議会主催による男女共同参画川柳の
表彰式が１０月１３日、市役所で行われました。
　家族や夫婦間の心情を詠ったものや、職場環境における
男女共同参画のあり方などを詠ったものなど、一般・大学
生の部と小・中・高校生の部の２部門に併せて３４８点の
応募がありました。

　審査の結果、最優秀賞
には「一般・大学生の部」
に田上和彦さん（乙姫）、
「小・中・高校生の部」に
坂田望さん（阿蘇西小６年）
がそれぞれ選ばれました。
　入賞作品は、１２月に
開催される人権フェス
ティバルなどのイベント
時に掲示し、男女共同参
画の啓発を図ります。ぜ
ひご覧ください。▲最優秀賞を受賞した坂田さん。

阿蘇市波野診療所、阿蘇やまなみ病院、
一の宮整形外科、大阿蘇病院、小野主生医院、
栗林内科医院、古閑医院、坂梨ハートクリニック、
問端内科、脇胃腸科

参
加
し
た

医
療
機
関

○
一
般
・
大
学
生
の
部

　
【
最
優
秀
賞
作
品
】（
田
上
和
彦
さ
ん
）

　

家
事
分
担 

こ
れ
が
我
が
家
の 

ル
ー
ル
で
す

○
小
・
中
・
高
校
生
の
部

　
【
最
優
秀
賞
作
品
】（
坂
田
望
さ
ん
）

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
！ 
「
女
の
く
せ
に
」 

な
ん
の
く
せ
？

　先月、全日本吹奏楽コンクールに出場し健闘した、阿蘇北中出身で現在、玉名女
子高校２年の中島智香さんが、マーチングでも好成績を収め、１１月１９、２０日
開催される第２４回全日本マーチングコンテストにも九州代表として出場します。
今回もユーフォニアム（金管楽器）を担当します。

マーチング全国大会出場！中島智香さん
▶第２４回全日本マーチングコンテスト

広報 あそ 2011.11 12



九州のご当地グルメを求めて３２，０００人が来場！
▶第３回九州ご当地グルメフェアin阿蘇

　九州のご当地グルメ２２品目が勢
揃いし、１０月１５・１６日の２日
間にかけて阿蘇体育館前で開催され
た第３回九州ご当地グルメフェア in
阿蘇は、両日併せて３２，０００人
もの来場者が訪れ、阿蘇市では過去
最大級のイベントとなり大変賑わい
ました。

　この催しは、九州の豊かな食材や地域に根付く食文化を活かし
たご当地グルメを通じて、九州から日本を元気にすることを目的
とした地域活性化事業として、阿蘇郡市、㈶阿蘇地域振興デザイ
ンセンターなどが組織する実行委員会が主催し、アサヒビール㈱、
㈱ＪＴＢ九州が協賛し行われたものです。
　会場ではお目当てのグルメを求めて各ブースの前には長蛇の列
ができ、中には１時間半以上待ちになるほど人気グルメも。
　また、会場付近の内牧商店街では「まるごと阿蘇 in 内牧温泉街」
と題した催しもあり、歩行者天国になった道路では、地元料理を手
に買い物をしながら散策を楽しむ観光客の姿も多くみられました。

郷土料理の習得に取り組んでいます！
▶阿蘇中央高校で郷土料理講習会

　阿蘇中央高校（阿蘇清峰校舎）の２年生の生徒が家
庭科学習の一環で９月に３回に分かれ、郷土料理実習
に取り組みました。
　講師は阿蘇市生活研究グループの会（井手キミ子会
長）の会員１８名で、だご汁やきんぴらごぼうなどを
作りました。生活研究グループによる指導は毎年行わ
れており、多くの生徒たちが郷土料理を身に付けてい
ます。今回、実習をした生徒達も「ぜひ、家でも挑戦
したい」と大変意欲的に取り組んでいました。

７２２人が参加し、宮地地区をゴミ拾い
▶第５回「水土里」・クリーン作戦

　市民、各種団体、事業者等６０団体で構成する阿蘇「水
土里」自然環境推進協議会による第６回「水土里」・ク
リーン作戦が、１０月２２日、一の宮町周辺で繰り広
げられました。 
　当協議会は、名実ともに美しい阿蘇の実現のため、
大きなネットワークで気持ちを一 つに、環境美化活動
に取り組もうというもので、今回で６回目となりまし
た。当日は、小雨まじりにも関わらず７２２人が参加し、
約２７０ｋｇのゴミや空き缶を拾いました。 
　開会式の講義では、阿蘇保健所衛生環境課の緒方氏
が、「阿蘇管内におけるゴミの不法投棄について」と題
して現状と課題の説明。 大勢の方のご協力により美しい
まちへとつながりました。
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ゆるキャラも総出で交通安全呼びかけ
▶３頭の熊と阿蘇の仲間達による交通安全キャンペーン

実りの秋！阿蘇の大自然を満喫！
▶阿蘇市民農園「あそんファーム」大収穫祭

　秋の全国交通安全運動に併せ観光等で訪れた運転
者に対し、安全運転を呼びかけようと９月２７日、
阿蘇警察署前で阿蘇地区交通安全協会などの主催に
よる交通安全キャンペーンが行われ約１００名が参
加しました。
　キャンペーンには、ゆるキャラでお
馴染みの「くまモン」、「ぷれすけ」、「ゆっ

ぴー」をはじめ、阿蘇市と
産山村のゆるキャラも参加
し、『飲酒運転根絶！』な
どと書いた旗やハンドプ
レートを掲げ、国道を通るドライバーに
安全運転を呼びかけました。
　また、警察署横ではドライバーを誘導

し、反射材やステッカーなど
の交通安全グッズ２００個を
配布し交通安全意識の啓発を
図りました。
　阿蘇警察署管内での交通事
故は８月末現在で１２１件と、
昨年の同じ時期に比べ３３件
も増えています。行楽シーズ
ンにより交通量
も多くなること
が予想されま
す。より一層の
安全運転を心が
けましょう。

　阿蘇全体を「農園」と見たて、農業体験を通して
食育や人々との交流を深めてもらおうと、㈶阿蘇地
域振興公社が取り組む阿蘇市民農園「あそんファー
ム」のイベント『大収穫祭』が１０月８日、モーモー
ファーム竹原牧場で開催されました。
　この催しは実りの秋に併せ、阿蘇で採れた野菜の
販売や農業体験などを楽しんでもらおうと企画され
たもので、昨年に引き続き開催されたものです。
　会場では、９つの農園が軽トラックに朝採り野菜
や新米などを載せて販売する軽トラ市場に始まり、
稲刈りやさつまいも掘り、もちつき体験があり、親

子など約１００人が日頃体験できない農業体験を楽しみました。
　また、豚汁や新米などを味わってもらうランチコーナーもあり、阿蘇の豊富な食材に舌鼓。一日を
通して多くの家族連れなどで賑わいました。

▲国道沿いで飲酒運転根絶を呼びかけるくまモン。

▲「安全運転をお願いします」とドライバーに
　呼びかけ、廃油石けんを渡しました。

　９月２９日には、同
場所において阿蘇市女
性団体連絡協議会（神
保京子会長）主催によ
る交通安全キャンペー
ンが行われ、環境に優
しい廃油石けん２００
個と『早期ライトアッ
プ』や『後部座席シー
トベルト着用』の啓発
チラシを配布し、交通
安全を呼びかけました。
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“神々の舞”で観客を魅了！
▶第２０回神楽フェスティバル

一風変わった古物などが目白押し
▶旅する蚤の市。in阿蘇＆お座敷商店街

　今年で節目の２０回を数える神楽フェスティバルが１０月１日、
２日、道の駅波野「神楽苑」で開催され、両日併せて約４,０００名
の入場者があり、大盛況でした。
　この催しは地元の中江岩戸神楽保存会、横堀岩戸神楽保存会、
波野小中学校でつくる波野こども神楽をはじめ、大分県や島根県
から全１１団体が集結し、神楽を披露する九州最大級の祭典です。
　同会場では恒例の第１１回中九州ジャンボかぼちゃ大会が
開催され、県内外から９６点が出品され、重さ９６ kg で阿南
忠治さん（笹倉）が優勝。重量当てクイズなども行われ大変
盛り上がりました。１

2 3

4 5 6

1 波野小子ども神楽
　（五方礼始）
2 波野中子ども神楽
　（平国）
3 中江岩戸神楽保存会
　（地割）
4 横堀岩戸神楽保存会
　（八雲払い）
5 会場の様子
6 中九州ジャンボかぼ
　ちゃ大会の様子

　一の宮町宮地の門前町商店街で今年４月に開
催され大変好評だった「旅する蚤の市。in 阿蘇
＆お座敷商店街」。その第２回目が１０月２３日
に開催され、１回目を上回る多くの人出があり
大盛況でした。
　商店街の道路に畳を敷き詰める「お座敷商店
街」も併せて企画されましたが、天候不良によ
り見送られたものの、店舗前などにゴザを敷い
てグルメを楽しむ観光客の姿も。
　商店街の各所では、九州から集まったアン
ティーク雑貨や古物などが数多く出展。また、
フードコートや地元商店街の人気のグルメなど
約８０店舗が集結し、風情ある商店街をのんび
り過ごす観光客で大変賑わいました。
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馬にふれあい乗馬やエサやりを体験
▶小学生による大自然におけるセラピーホース体験事業

またまだ走れるばい！秋空の下、各競技で奮闘！！
▶第7回阿蘇市シルバースポーツ大会

日本一おめでとう！栄冠に輝いた今村彩華さん
▶第１６回全日本女子相撲選手権大会

　国内の女子相撲大会のメインとなる第１６回全日本女子
相撲選手権大会が１０月２日、愛媛県西予市で開催され、
阿蘇中央高校１年の今村彩華さん（蔵原）が、一般の部軽
量級で見事優勝し、日本一に輝きました。さらに一般の部
（高校生以上）で一番若年でありながらベテラン勢を抑え
優勝という快挙も成し遂げました。
　今村さんは、小学４年生の時に内牧相撲道場に入部。中
学でも迷わず阿蘇北中相撲部に入り、男子と同じ練習をこ
なしてきました。現在も週３回道場へ通い練習。コーチに
よると今村さんの持ち味は瞬発力で、スピードある立ち合
いが強みとのこと。なお、今村さんは６年生と中学３年生
の時も同大会で全国３位になった功績があります。

　 阿蘇地区少年警察ボランティア連絡協議会
（吉田尚照会長）と阿蘇警察署が主催したセラ
ピーホース体験が１０月１５日、北外輪の夢
★大地グリーンバレーで行われ、阿蘇市内の
小学生６４人と保護者５０人が参加しました。 
　同協議会は、少年の健全育成のため情操教
育等を実施しており、今回は馬とのふれあい
を企画。馬をよく見る機会が多い阿蘇の子ど
もたちですが、触ったり乗馬をしたことがな
い子どもも多く、優しくて温かい馬とのふれ
あいは大変喜ばれました。

　健康増進や参加者同士の親睦を深めること
を目的として、６０歳以上の市民を対象に毎
年開催されているシルバースポーツ大会が９
月２９日、阿蘇、一の宮、波野の会場でそれ
ぞれ行われ、全体で２,４００人が参加し晴天
の秋空の下、心地よい汗を流しました。
　大会は『５０ｍ競争』や『玉入れ』といっ
たお馴染みの競技をはじめ、お尻で風船をわ
る『尻圧測定』や一升瓶を足で立てる『ピン
立て』などユニークな競技が目白押し。
　参加者は『まだまだやれる！』と言わんば
かりに、それぞれの競技で奮闘し熱戦を繰り
広げ、終始賑やかな雰囲気の中スポーツを楽
しみました。
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▲「地道にこつこつとやってきてよかった」と
　喜びを語る軸丸さん

優秀施工者「建設マスター」とし大臣表彰　軸丸鉄男さん
▶平成23年度優秀施工者国土交通大臣顕彰

　中通の（有）笹原木工所に勤める軸丸鉄男さん（５９歳、
古神１区）が、平成２３年度優秀施工者国土交通大臣顕彰
を受賞されました。この顕彰は、国土交通省が建設産業の
第一線で「ものづくり」に直接従事している建設技能者の
中から特に優秀な技術・技能を持ち、後進の指導・育成等
に多大な貢献をしている方を称えたもので、新たな「建設
マスター」として顕彰されます。
　建具工として笹原木工所で４３年間地道に技術に邁進さ
れた軸丸さんは、「建具部門」で受賞。全国で２名選ばれ
たうちのお一人です。
　なお、顕彰式典は 9 月１５日、東京都で行われ、推薦した
笹原博明さんと出席。前田大臣より表彰を受けられました。

タイ・バンコクの高校生と交流
▶文部科学省委託事業「青少年教育施設を活用した事業」

　国立阿蘇青少年交流の家が主催した、
海外の青少年を招き交流を行い日本への
理解を深める事業が１０月２１日～３０
日行われ、タイ・バンコクの高校生２５
人引率 3人が阿蘇市を訪れました。
　一行は初日、阿蘇市役所に表敬訪問し
職員から歓迎を受けた後、阿蘇神社や水
基巡りを見学。その夜から２泊ホームス
ティを体験しました。２日間、阿蘇清峰
高校、阿蘇高校・阿蘇中央高校に通い学
校生活も体験。タイの高校生たちは「生

活水に雨水を使うほど水に苦労。豊かで美味しい阿蘇の水に感動した」と阿蘇の自然と自然環境への
取組を絶賛。「日系企業に就職するため塾に行き勉強している」と日本企業への関心も深く、交流を深
めながら互いに刺激し合いました。

神興行列６００人超が内牧を練り歩き奉納
▶内牧菅原神社例大祭

　１０月９日、４００年の歴史があ
る内牧菅原神社例大祭が盛大に開催
されました。　神興行列が内牧５区
の内牧菅原神社から内牧１区の御仮
屋（通称右馬之允さん）まで往復を
するもので、神興行列に付き従う随
兵、巫女、稚児、飾り馬などの奉納
行列がまちを練り歩きました。各区
による馬追いは威勢のよい勢子たち
の掛け声と鳴り物が賑やかで、祭り
を盛り上げました。
　今年の年番は内牧３区で、１０日は
阿蘇体育館で牛替神事も行われました。
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　新米の時季恒例の、ＡＳＯ田園空間博物館主催「第６回おかずコン
テスト」が１０月５日行われ、４７もの個人・団体から出品があり
会場は盛り上がりました。
　今回のコンテストのテーマは阿蘇たかなを使った料理。特産のた
かなとあって阿蘇市内の料理好きの方々が奮って参加されました。
いいアイデアのものはまちの目玉料理となる可能性もあるとして審
査も真剣。審査は佐藤市長や田中市議会議長ほか一般の来場者も加
わり行われました。一品一品試食しながら「これもいい。あれもいい」
という声が盛んに聞かれ、阿蘇たかなの魅力が大いにクローズアッ
プされた催しとなりました。
　なお、入賞した料理のレシピは、ＡＳＯ田園空間博物館のホームペー
ジで紹介される他、お知らせ
端末でも紹介します！

 ★碧水小学校の３年生も
　　  コンテストに協力★
　児童たちが自分が食べてみた
いたかな料理を絵に描き子ども
ならではのアイデアを提供。それに保護者の方々が協力され、
なんと一部を料理してくださいました。今回、高菜入りお好
み焼きやハンバーグなど７品がコンテストに出品！

地域３世代で楽しくスポーツで健康づくり
▶公民館第１回スポーツ大会

　阿蘇市公民館の尾ヶ石東部校区分館（黒木敏夫
館長）主催による地域あげてのスポーツ大会が
１０月２３日、小学校運動場で実施されました。
　これは校区住民の健康増進と住民間の交流を目
的に今年から開催されたもので、第一回目となる
今回の大会には２００名を超える参加がありまし
た。幼児、小学生、８０歳以上などの年齢別徒競
争をはじめ、地区対抗リレー、アメ食い競争、魚
釣りゲームなど様々な種目が催され、その奮闘ぶ
りに拍手や笑い声が上がり、地域ならではの楽し
い大会が一日中展開されました。　

県高校美術展優秀賞　波多野有里さん
▶県庁本館ロビーに展示

　第３５回熊本県高等学校美術展絵画の部に、阿蘇高
校３年の波多野有里さんが見事優秀賞に輝きました。
絵画の部には県内から約２５０点が出品。優秀賞には
約２０点が選ばれましたが、そのうちの上位数点が、
ただ今、県庁本館ロビーに展示されています。
　現在、阿蘇高校の美術部で部長をつとめている波多
野さん。受賞した「アリアスの陰謀」と題する作品は
油絵の大作です。ぜひご鑑賞ください。

審査試食会の様子審査試食会の様子審査試食会の様子

【コンテスト結果】
　〇最優秀賞
　　ＪＡ阿蘇町中央支所女性部
　　加工班「あすか」（永富美津子代表）
　　　　　　　「たかな入りオムライス」
　〇優秀賞　田代昌美（北黒川）
　　　　　　　　「新古高菜の押し寿司」
　〇阿蘇らしいで賞　岩下今朝則（桜町）
　　　　　　　　　　　　「とろろ高菜」
　〇アイデア賞　碧水小学校３年生考案レシピより　
　　　　　　　　　「高菜入りギョーザ」
　〇道の駅阿蘇賞　森京子（北２区）
　　　　　　　　　　　　　「うまか丼」

たかな料理４７品が出品！最優秀賞は「たかな入りオムライス」
▶第６回おかずコンテスト

小学生が考案した高菜の小学生が考案した高菜の
ペペロンチーノペペロンチーノ
小学生が考案した高菜の
ペペロンチーノ
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耕作放棄地で収穫祭（さつまいも）。 学校給食へ寄贈
▶耕作放棄地解消プロジェクト（農地・水・環境保全向上対策事業）

　９月２４・２５日、長崎市で開催された第４３回九州ジュニア水泳競技大
会で、予選を勝ち抜き出場した有働毬加さん（阿蘇北中１年）が、１１歳・
１２歳女子１００ｍ自由形と同２００ｍの２種目で、見事２位に輝きました。
また、同大会には、アゼリア２１スイミングクラブからもう一人、河津彩伽
さん（内牧小６年）も、自由形５０ｍ、１００ｍに出場し健闘しました。

水泳２種目で九州２位！おめでとう有働毬加さん
▶第４３回九州ジュニア水泳競技大会

　世界中のパッケージデザインを対象としたコンテストで、（有）阿部牧場（阿
部樹範代表）の「ＡＳＯ　ＭＩＬＫ」が最高賞の「ＧＯＬＤＡＷＡＲＤ」を受
賞しました。授賞式はニューヨークのタイムズスクエアで行われ、デザインを
手がけた熊本市の OHESONOdesign 所属のデザイナーが参加しました。審査
の講評は「非常にシンプルでありながら飲み終わるとさらにインパクトが変化す

るデザイン」。製作の工夫として担当デザイナーは「阿部さんの牛
乳へのこだわりを聞き、搾りた
ての美味しさを真っ直ぐに、ま
た生産者と消費者の真っ直ぐつ
ながる関係を表現しました」との
コメント。
　今回の賞は熊本県では初めて
の受賞ということです。

　水土里ネット一の宮と農地・水・環境保全活動組織一の宮地
区では、３年前から一の宮町の耕作放棄地２，６００㎡を借り
上げ、さつまいも苗を植栽し収穫した芋を学校給食に提供して
います。
　本年も１０月２０日、一の宮
中フレンドルームの生徒、阿蘇
区区長会一の宮支部ほか農地・
水・環境関係者の皆さん５０人
が参加し、６月に植えたさつま
いもの収穫を行いました。収穫

された芋９５０㎏は「市内小・中学校の皆さんに農業への関心を持って
もらいたい」と市給食センターへ寄贈されました。

阿部牧場の牛乳ビンのデザインが世界的なパッケージ賞受賞
▶「Pentawards2011」で最高賞「ＧＯＬＤＡＷＡＲＤ」！
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銃剣道　阿蘇郡市７年ぶり優勝
▶第６６回熊本県民体育大会

　９月１７・１８日、水俣市芦北郡を会場に開催
された、第６６回熊本県民体育大会において、銃
剣道競技で、阿蘇郡市チームが見事優勝しました。
　７年ぶり３度目の優勝です。出場した５人の選
手のうち、次鋒の寺川智巳さん（３１歳、古神３区）、
大将をつとめた菅信也さん（５１歳、折戸）は阿
蘇市の方で、お二人とも優勝までの全試合を勝利
する健闘ぶりでした。
　寺川さんは会社員、菅さんは自衛官で、仕事後、
夜、西原村まで通い練習に励まれたということです。

祝　１００歳のご長寿おめでとうございます
▶今年度１００歳を迎える方々をご紹介

　敬老月間にあたり、１００歳を迎える方々に内閣総理大臣から表彰状が伝達され
ました。阿蘇市においても、１００歳の誕生日には、佐藤市長が直接お宅を訪問し
てお祝いの言葉とともに表彰状と祝金を手渡し、ご長寿をお喜びしています。

～今年度１００歳を迎える方々～
藤下　サキエさん （枳）　西村　チヨト （竹原）
佐藤　トメ （道尻）　　　赤尾　シヅエ （分１区）
井　ツイ子 （古城２区）　佐藤　ハル （竹原）

※ご長寿といえば、阿蘇 
　市には１００歳以上の
　方が１２人おられ、最高齢者は、阿部義幸
　さん（小倉）の１０５歳となっています。

写真右から２番目が寺川さん、５番目が菅さん写真右から２番目が寺川さん、５番目が菅さん写真右から２番目が寺川さん、５番目が菅さん

住んでいるまちの歴史を知り郷土に誇りを
▶第４回歴史探訪・ウォーキング大会

　阿蘇市公民館内牧校区分館（高宮晴夫館長）主催の歴
史探訪・ウォーキング大会が１０月２３日行われ、校区
住民約８０人が参加しました。
　この催しは、自分たちのまちの歴史をよく知り先人の
知恵を学び郷土への思いを高めようというもので毎年開
催されています。
　今回は内牧を探訪。内牧は、温泉街であることのほか
大きなお寺が多数あるのも特徴。参加者は案内人の説明
を受けながら、内牧城址、松村辰喜碑、夏目漱石宿をは
じめ、各お寺を廻り歴史や名木を堪能しました。地元の
人たちによる昼食も振る舞われ、大変喜ばれました。
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市からのお知らせ

infoinformationmationinfoinformationmation

全国瞬時警報システム（J
ジェイアラート

-ALERT）の
運用を開始しました

《問い合わせ先》　企画振興課 企画調整係　☎２２－３１６９

昨
年
度
末
に
整
備
を
行
い
ま
し
た
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(

Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ)

の
運
用
を
10
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(

Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ)

と
は
、
内
閣
官
房
か
ら
の
有
事
情
報
や
気
象

庁
か
ら
の
気
象
情
報
が
人
工
衛
星
を
介
し
て

防
災
行
政
無
線
か
ら
自
動
放
送
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
で
、
市
民
の
方
々
に
早
期
の
避
難
や
予

防
措
置
な
ど
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
が
起
動
し
た
際
は
、
サ
イ
レ
ン

シ
ス
テ
ム
が
起
動
し
た
際
は
、
サ
イ
レ
ン

ま
た
は
チ
ャ
イ
ム
放
送
後
に
、
男
性
の
機
械

ま
た
は
チ
ャ
イ
ム
放
送
後
に
、
男
性
の
機
械

的
な
音
声
で
有
事
情
報
や
気
象
情
報
が
防
災

的
な
音
声
で
有
事
情
報
や
気
象
情
報
が
防
災

行
政
無
線
に
よ
り
放
送
さ
れ
ま
す
が
、
慌
て

行
政
無
線
に
よ
り
放
送
さ
れ
ま
す
が
、
慌
て

ず
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

ず
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
シ
ス
テ
ム
が
起
動
す
る
有
事
情
報

及
び
気
象
情
報
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
国
民
保
護
関
係
情
報

　

 

武
力
攻
撃
事
態
（
ゲ
リ
ラ
）、
武
力
攻
撃

予
測
（
航
空
）、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
、

緊
急
対
処
事
態
（
大
規
模
テ
ロ
）、
キ
ャ

ン
セ
ル
報
（
誤
報
の
場
合
）

■
緊
急
地
震
速
報

　
推
定
震
度
４
、
５
弱
、
５
強
、
６
弱
、
６
強
、
７

■
火
山
噴
火
警
報
（
阿
蘇
山
）

　

 

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
４
（
避
難
準
備
）、

　

レ
ベ
ル
５
（
避
難
）

■
気
象
情
報

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報

infoinformationmationinfoinformationmation

地域の声を市政に！阿蘇市地域審議会のご紹介

地
域
審
議
会
は
、
町
村
合
併
に
よ
っ
て

住
民
の
意
見
が
市
の
施
策
に
反
映
し

に
く
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
旧
町
村
の
区
域

に
か
か
る
事
務
等
に
関
し
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
て
審
議
し
、
ま
た
は
必
要
と
認
め
る
事

項
に
つ
き
、
市
長
に
意
見
を
述
べ
る
付
属
機

関
と
し
て
合
併
当
初
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
蘇
市
で
は
旧
町
村
毎
（
一
の
宮
・
阿
蘇
・

波
野
）
に
審
議
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
各

各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど
１
５
人
以
内
の
委

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　 一の宮地区 阿蘇地区 波野地区

会　長 志賀　昭男（坂　梨） 本田　幸德（狩　尾） 阿南　　洋（笹　倉）

副会長 相部　弘子（宮　地） 小島ヤス子（西湯浦） 後藤五十子（滝　水）

委　員

武田　賢次（手　野） 園田　晴夫（役犬原） 岩瀬　國興（横　堀）

寺川　隆文（宮　地） 本田　二男（乙　姫） 工藤　富之（楢木野）

山部謙一郎（宮　地） 谷﨑　千浪（黒　川） 藤井貴美夫（大　道）

井手登志成（中　通） 湯浅　陸雄（内　牧） 高日　龍治（宮　地）

犬飼　忠綱（宮　地） 村上　勝寛（黒流町） 岩下イツ子（滝　水）

林　　博子（宮　地） 藤川美智子（内　牧） 後藤　榮子（横　堀）

古閑　佐敏（宮　地） 菊池　秀一（蔵　原） 　木野政一（仁田水）

家入　春三（宮　地） 工藤　文章（内　牧） 城井　榮作（小　園）

井手　伸一（中　通） 麻生　廣文（三久保） 野田　文隆（大　道）

中川　竹久（坂　梨） 山本　文昭（乙　姫） 岩下　尚文（坂の上）

室　　恒和（宮　地） 江入　鐵雄（跡ヶ瀬） 志賀　怜子（楢木野）

後藤　和行（宮　地） 髙宮　隆博（湯　浦） 古澤志喜男（中　江）

岡田　惠子（宮　地） 伊藤　定照（乙　姫） 岩下　和海（中　江）

【各地区地域審議会委員】
（順不同、敬称略）

《問い合わせ先》　総務課 防災交通係　☎２２－３１１１　　　５５－３１１１　　

・・・このアイコンはお知らせ端末の電話番号です。
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市からのお知らせ
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平成２４年度　保育園入園のご案内

受付：１１月７日月～１２月９日金まで

保
育
園
は
、
家
庭
で

お
子
さ
ん
の
保
育

が
で
き
な
い
と
き
、
家
族

に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
０
歳
児
か
ら

小
学
校
就
学
に
至
る
ま

で
、
年
齢
と
個
々
の
発
達

に
応
じ
て
、
適
切
な
乳
幼

○
入
園
で
き
る
基
準

　

 

入
園
で
き
る
児
童
は
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
き
、
次
の
い
ず
れ
か
の
事
項
に
該

当
す
る
家
庭
の
児
童
で
す
。

① 

仕
事
を
し
て
い

る
又
は
就
職
活

動
中
で
あ
る

② 

家
庭
で
家
事
以

外
の
仕
事
（
内

職
な
ど
）
を
し

て
い
る

③ 

出
産
の
前
後
、
病
気
、
負
傷
、
心
身
に

障
害
が
あ
る

④ 

介
護
や
看
病
の
必
要
な
方
の
世
話
を
し

て
い
る

⑤ 

そ
の
他
、
お
子
さ
ん
の
保
育
が
で
き
な

い
と
判
断
さ
れ
た
場
合

※ 

な
お
、「
集
団
生
活
を
体
験
さ
せ
た
い
、

な
お
、「
集
団
生
活
を
体
験
さ
せ
た
い
、

幼
児
教
育
の
場
と
し
て
利
用
し
た
い
」
と

幼
児
教
育
の
場
と
し
て
利
用
し
た
い
」
と

い
う
理
由
で
は
入
所
の
対
象
に
な
り
ま
せ

い
う
理
由
で
は
入
所
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
ん
。

○
保
育
料

　

保
育
料
は
、
公
立

・
私
立
保
育
園
共
に

同
じ
で
、
お
子
さ
ん

の
年
齢
と
世
帯
員
の

課
税
状
況
に
よ
っ
て

算
定
さ
れ
ま
す
。

地区 保育園名 電話番号 定員

一の宮

(私)宮地保育園　* ２２－２４４４ 120
(公)坂梨保育園 ２２－０４３５ 45
(私)りんどう保育園 ２２－４５３９ 100
(私)古城保育園 ２２－０３８０ 45

阿蘇

(私)内牧保育園　* ３２－０３５４ 130
(私)黒川保育園　* ３４－０４０２ 120
(公)山田保育園 ３２－０７９４ 45
(公)乙姫保育園 ３２－０３１５ 30
(私)熊本YMCA赤水保育園 ３５－００２４ 90
(私)熊本YMCA永草保育園 ３２－０８１０ 30
(私)熊本YMCA尾ヶ石保育園 ３２－０２１３ 40

波野 (公)波野保育園 ２４－２８００ 45
*印の保育園は、平成２４年度から民間に移管されます。

児
保
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
の
と
お
り
お
申
し

込
み
下
さ
い
。
ま
た
、
年

度
途
中
で
の
入
園
を
希
望

さ
れ
る
方
も
こ
の
期
間
内

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

○保育園一覧

○
提
出
書
類

　

 

提
出
書
類
は
、
市
役
所
健
康
福
祉
課
、

各
支
所
と
各
保
育
園
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
阿
蘇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

①
保
育
所
入
所
申
込
書
（
一
人
に
一
枚
）

② 

家
庭
内
状
況
申
立
書
（
一
世
帯
に
つ
き

一
部
）

③ 

平
成
23
年
分
源
泉
徴
収
票
（
写
し
）
ま
た

は
平
成
23
年
分
確
定
申
告
書
（
写
し
）

④ 

平
成
23
年
度
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明

書
（
平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
の
転
入

者
の
み
必
要
と
な
り
ま
す
。
）

※ 

家
庭
の
状
況
に
よ
り
、
右
記
以
外
の
書

類
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※ 

③
と
④
は
後
日
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
入
園
の
承
諾

　

入
園
の
承
諾

は
２
月
頃
に
決

定
し
、
保
護
者
に

通
知
し
ま
す
。
な

お
、
ひ
と
つ
の
保

育
園
に
希
望
者
が

多
く
、
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
他
の
保

育
園
に
入
園
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
予
め
ご
承
知
置
き
下
さ
い
。

《問い合わせ先》　健康福祉課 子育て支援係　☎２２－３１６７　　　５６－３１６７　　　　

・・・このアイコンはお知らせ端末の電話番号です。
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阿蘇市幹線道路工事に伴う迂回のお願い
工事期間：平成２４年３月末まで（予定）

《問い合わせ先》　建設課 建設係　☎２２－３１８７

阿
蘇
市
で
は
、
平
成

19
年
度
か
ら
平
成

23
年
度
の
５
ヶ
年
間
に
お

い
て
、
農
村
公
園
あ
ぴ
か

前
交
差
点
（
国
道
２
１
２

号
線
）
か
ら
主
要
地
方
道

別
府
一
の
宮
線
ま
で
の
東

西
線
（
一
部
を
除
く
。
）

の
整
備
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
は
い
よ
い
よ
最

後
の
年
を
迎
え
、
最
終
的

な
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
工
事
の
た
め
道

路
利
用
者
の
方
々
に
は
大

変
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
通
勤
等
で
利
用
さ

れ
て
い
る
方
々
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
煩わ

ず
らわ
し
さ
を

回
避
す
る
た
め
、
県
道
阿

蘇
一
の
宮
線
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

110

212

11

県道阿蘇一の宮線

県
道
別
府
一
の
宮
線

５７

文

文

文

中通小

阿蘇中央高
阿蘇清峰校舎

阿蘇中央高
阿蘇校舎

◎
阿蘇市役所

農村公園
あぴか
●

〒一の宮局

宮地駅

阿蘇駅

いこいの村駅
←至 熊本方面

至 大分方面
→

→至

 

別
府
方
面

文
山田小

工事中

infoinformationmationinfoinformationmation

市役所窓口に「耳マーク」を設置しました！

《問い合わせ先》　健康福祉課 総合福祉係　☎２２－３１６７　　　５５－３１６７

聞
こ
え
な
い
、
聞
こ
え
に
く
い
と

い
っ
た
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方

が
、
普
段
の
生
活
の
中
で
一
番
困
る
こ

と
は
、
受
け
答
え
に
時
間
が
か
か
り
、

う
ま
く
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

特
に
、
聴
覚
障
が
い
の
場
合
、
障
が

い
が
外
見
で
は
わ
か
り
に
く
い
た
め
、

誤
解
や
不
利
益
な
こ
と
が
生
じ
た
り
す

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
窓
口
で
呼
ば
れ
て
も
わ
か
ら
な
い

な
ど
社
会
生
活
の
中
で
の
不
安
は
大
き

く
、
「
耳
が
不
自
由
な
の
で
書
い
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
の
も
、
と
て
も
勇
気

が
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
市
民
部
の
各
窓
口
及
び
内

牧
・
波
野
支
所
に
「
耳
マ
ー
ク
」
を
設

置
し
ま
し
た
の
で
、
筆
談
等
の
対
応
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
「
耳
マ
ー
ク
」

を
指
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　　　　　　

市からのお知らせ

・・・このアイコンはお知らせ端末の電話番号です。
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市からのお知らせ

infoinformationmationinfoinformationmation
「宮山遺跡Ⅱ発掘調査報告書」限定販売！

1部　5,000円（限定80部）

《問い合わせ先》　教育課 社会教育係　☎２２－３２２９

平
成
17
年
度
か
ら
18
年
度

に
か
け
て
阿
蘇
西
小
学

校
体
育
館
新
築
工
事
に
先
立
っ

て
実
施
し
た
宮
山
遺
跡
発
掘
調

査
の
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
で
は
今
か
ら
約

１
８
０
０
年
前
の
弥
生
時
代
の

村
の
跡
が
見
つ
か
り
、
当
時
の

住
居
跡
や
出
土
品
が
多
数
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
報
告
書
で
は
発

掘
さ
れ
た
住
居
跡
や
出
土
品
の

図
版
や
カ
ラ
ー
写
真
を
多
数
収

録
し
、
発
掘
調
査
の
過
程
や
周

辺
遺
跡
を
含
め
た
歴
史
考
察
な

○書　　名　　阿蘇市文化財調査報告第２集「宮山遺跡Ⅱ」
○販売価格　　1部　5,000円（限定80部）
○規　　格　　A4判（中性紙）　
　　　　　　　全209ページ（うちカラー図版30ページ）
○編集発行　　阿蘇市教育委員会
※ 専門的な内容の報告書となっていますので、購入を検討され
る際には事前に市立図書館（阿蘇・一の宮）及び教育課社会
教育係にて閲覧のうえ内容確認をお願いします。

▲収録している写真の一部

◀
「
宮
山
遺
跡
Ⅱ
」
発
掘
調
査
報
告
書

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た

附
論
と
し
て
山
田
地
区
で
発
見

さ
れ
市
内
で
は
初
調
査
と
な
っ

た
８
世
紀
後
半
（
奈
良
時
代
末

か
ら
平
安
時
代
初
頭
）
の
骨
蔵

器
を
納
め
た
火
葬
墓
の
調
査
報

告
も
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
に
お
い
て
80
部

限
定
で
１
部
５
０
０
０
円
に
て

販
売
致
し
ま
す
。
在
庫
が
な
く

な
り
次
第
販
売
終
了
と
し
ま
す

の
で
、
購
入
希
望
の
方
は
教
育

課
社
会
教
育
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

木材利用推進基本方針を策定
　平成２１年１２月（２００９年）、国において「森林・林業再生プラン」が作成され、このプランを推
進するために、「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」が平成２２年（２０１０年）５月
２６日公布、同年１０月１日に施行となりました。
　この法律第９条に基づき「阿蘇市公共施設・公共工事木材利用推進基本方針」を策定しました。（※ホー

ムページ参照）
　今後この方針に基づき、阿蘇市が行う公共建築物及び公共土木工事等の実施に
あたっては、地域材（または熊本県産材）の利用を積極的に推進します。
　また、民間において整備される公共的な施設（社会福祉施設や病院、観光施設、物
産館等）においても地域材の利用に積極的に取り組んで頂きますようお願いします。

問い合わせ先 農政課 畜産林業係　☎２２－３２７４
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お
知
ら
せ

　

12
月
は
、
給
与
等
に
係
る
源
泉

所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
の
一
年
間
の
合
計
額

（
以
下
「
源
泉
徴
収
税
額
」
と
い

い
ま
す
。
）
と
、
そ
の
年
の
給
与

総
額
に
対
す
る
年
税
額
と
は
一
致

し
な
い
の
が
普
通
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額
の

過
不
足
分
を
精
算
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
手
続
を
「
年
末
調

整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
年

末
調
整
に
よ
り
、
そ
の
年
の
納
税

を
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
が
正
し
く
行
わ
れ

る
た
め
に
は
、
勤
務
先
に
扶
養
親

族
や
保
険
料
な
ど
の
申
告
を
正
し

く
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

阿
蘇
税
務
署

　

☎
２
２
‐
０
５
５
１

12
月
は
年
末
調
整
の
月
で
す

有機肥料

りんどう を販売します

本製品は、し尿汚泥を原料に発酵温度70℃～80℃で成熟さ
せ安全に農地還元出来るように発酵分解させたものです。

農地に有機物資材として施用することに
より、肥料効果と地力の増進を図ること
にも有効です。

１袋 価格10ｋｇ10ｋｇ １００円(税込)１００円(税込)

●登録番号　生第88081号〈農林水産省〉
●肥料の種類　汚泥発酵肥料
●肥料の名称　りんどう
●原料の種類　し尿汚泥

【問い合わせ先】
大阿蘇環境センター蘇水館　☎３５－０７４６
【問い合わせ先】
大阿蘇環境センター蘇水館　☎３５－０７４６

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

時
間
額
６
４
７
円

（
平
成
23
年
10
月
20
日
か
ら
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

は
、
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
（
☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐

３
２
０
２
）
ま
た
は
、
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

概
ね
60
歳
以
上
の
方
に
、
ご
本

人
の
希
望
に
応
じ
た
お
仕
事
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
て
く
だ
さ

い
。
求
職
申
し
込
み
、
紹
介
、
相

談
、
全
て
無
料
で
す
。

○
場
所　

阿
蘇
保
健
所
福
祉
課
内

○
相
談
日　

毎
週
火
曜
日　

　

13
時
〜
16
時　

※
た
だ
し
、
祝
祭
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
担
当　

賀
部

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

☎
３
２
‐
４
５
３
３

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業

紹
介
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
！

　

「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保

険
と
雇
用
保
険
を
合
わ
せ
た
総
称

で
、
政
府
が
管
掌
す
る
保
険
制
度

で
す
。

　

こ
の
「
労
働
保
険
」
は
事
業
の

種
類
や
規
模
に
関
わ
り
な
く
、
農

林
水
産
業
の
一
部
を
除
い
て
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
加
入
手
続
き
を
行
い
、

労
働
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

労
働
者
の
方
が
業
務
上
や
通
勤

途
上
に
お
い
て
負
傷
し
た
り
、
病

気
に
か
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
不

幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
必
要

な
労
災
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
ま
た
、
リ
ス
ト
ラ
や
倒

産
等
に
よ
り
失
業
し
た
場
合
の
失

業
給
付
や
、
在
職
中
に
お
け
る
育

児
及
び
介
護
休
業
給
付
等
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
速
や
か
に
保
険
の

加
入
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

熊
本
労
働
局
保
険
徴
収
室　

☎
０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
０
２

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す
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裁判員制度  ～まもなく名簿記載通知を発送します！～　　　

 

裁
判
員
候
補
者
名
簿
が

で
き
る
ま
で

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、

市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ

で
無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を

基
に
、
全
国
の
地
方
裁
判
所

で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
分
の
名
簿
に
登

録
さ
れ
る
人
数
は
、
全
国
で

約
28
万
６
千
人
で
す(

有
権

者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、

約
３
６
５
人
に
１
人)

。

裁
判
員
候
補
者
名
簿

記
載
通
知
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
の
裁
判
員
候
補

者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に

は
、
本
年
11
月
中
旬
に
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知
(

名
簿
記
載
通
知)

を
お
送

り
し
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、

来
年
２
月
こ
ろ
か
ら
平
成
25

年
２
月
こ
ろ
ま
で
の
間
に
裁

判
所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝

え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も

り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
す
。こ
の
段
階
で
は
、

ま
だ
具
体
的
な
事
件
の
裁
判

員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す

ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と

併
せ
て
調
査
票
を
お
送
り
し

ま
す
。
こ
の
調
査
票
は
、
裁

判
員
候
補
者
の
方
の
事
情
を

早
期
に
把
握
し
、
調
査
票
の

ご
回
答
の
内
容
に
よ
り
、
１

年
を
通
じ
て
明
ら
か
に
辞
退

が
認
め
ら
れ
る
場
合
等
に
は

裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
、

裁
判
員
候
補
者
の
方
々
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
お
送

り
す
る
も
の
で
す
の
で
、
お

尋
ね
す
る
項
目
に
当
て
は
ま

ら
な
い
方
は
、
返
送
し
て
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る

時
期
や
期
間
等
に
何
ら
の
制

限
を
設
け
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申

し
出
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

実
際
の
事
件
の
裁
判
員
候
補

者
に
選
ば
れ
た
際
に
お
送
り

す
る
質
問
票
で
辞
退
を
申
し

出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、
又

は
裁
判
の
当
日(

選
任
手
続

時)

に
辞
退
を
申
し
出
て
い

た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

裁
判
員
裁
判
に
参
加
さ
れ
た

裁
判
員
の
ご
意
見
・
ご
感
想

　

裁
判
員
裁
判
に
参
加
さ
れ

た
裁
判
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
よ
れ
ば
、
参
加
す

る
前
は
、「
あ
ま
り
や
り
た

く
な
か
っ
た
」
又
は
「
や
り

た
く
な
か
っ
た
」
と
回
答
さ

れ
た
方
が
５
３
．
５
％
に

上
っ
て
い
ま
し
た
が
、
参
加

し
た
後
で
は
、
９
５
．
２
％

の
方
が
「
非
常
に
よ
い
経
験

と
感
じ
た
」
又
は
「
よ
い
経

験
と
感
じ
た
」
と
回
答
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
裁
判
所
総
務
課

　

庶
務
係

☎
０
９
６
‐
２
４
１
‐
８
９
２
１

　

福
祉
・
介
護
関
係
へ
の
就
職
を

希
望
さ
れ
る
方
々
と
福
祉
・
介
護

関
係
事
業
所
（
10
事
業
所
を
予

定
）
と
の
合
同
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

資
格
取
得
や
就
職
に
関
す
る
相

談
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
の

で
、
福
祉
・
介
護
の
お
仕
事
へ
の

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
や
関
心
の

あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
事
前
の
お
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
履
歴
書
を
複

数
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

○ 

日
時　

11
月
17
日
木　
午
後
１
時

〜
３
時
（
受
付
は
２
時
半
ま
で
）

○ 

場
所　

ホ
テ
ル
サ
ン
ク
ラ
ウ
ン

大
阿
蘇

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇　

　

☎
２
２
‐
８
６
０
９

あ
そ
・
福
祉
の
お
仕
事
就
職
面
接
会

２
０
１
１
《
介
護
就
職
デ
イ
》

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
気
球
温

暖
化
防
止
（
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削

減
）
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、

環
境
に
配
慮
し
た
電
話
帳
配
達
・

回
収
（
12
月
中
予
定
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

不
要
に
な
っ
た
古
い
電
話
帳

は
、
大
変
お
手
数
で
す
が
資
源
回

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を
！
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子供の安全を守るためライター等の販売が規制されます！

　　○子どもの手の届かないところにおきましょう
　　○子どもに触らせず、火遊びの危険性を教えましょう
　　○不要なライターはきちんと捨てましょう

使い捨てライターや多目的ライター（点火棒）のうち、燃料の容器と構造上一体となっている
ものであって、当該容器の全部または一部にプラスチックを用いたものは、本体にＰＳＣマー
クが表示されていない場合、販売が禁止されます。ご購入の際には、本体にＰＳＣマークが表
示されているかどうか、ご確認ください。

広告

　消費生活用製品安全法関係の改正法令が施行され、いわゆる使い捨てライターや多目的ラ
イターの販売規制が開始されました。経過措置終了後の平成２３年９月２７日以降、本体に
Ｐ
（注）

ＳＣマークが表示されていないものは販売が禁止されました。
（注） ＰＳＣマークは、ライター等の特定製品を製造又は輸入する事業者が、技術基準に適

合する等の義務を履行した場合に付される表示です。

購入にあたっての注意

購入にあたっての注意

ＰＳ
Ｃ

【ＰＳＣマーク】

問い合わせ先
経済産業省　

商務流通グループ製品安全課
☎０３－３５０１－４７０７

【
危
険
物
取
扱
者
】

○ 

試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
第

一
類
〜
第
六
類
、
丙
種

○
試
験
日　

２
月
19
日
日

○
会
場
地　

熊
本
市

○
願
書
（
書
面
）
受
付
期
間

　

１
月
４
日
水
〜
13
日
金　
　

※ 
電
子
申
請
は
左
記
ま
で
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
消
防
設
備
士
】

○ 

試
験
の
種
類　

甲
種
第
一
類
〜

第
五
類
、
乙
種
第
一
類
〜
第
七
類

○
試
験
日　

３
月
４
日
日

○
会
場
地　

熊
本
市

○
願
書
（
書
面
）
受
付
期
間

　

12
月
19
日
月
〜
１
月
５
日
木

※ 

電
子
申
請
は
左
記
ま
で
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

○ 

願
書
の
配
置　

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
又
は
熊

本
市
消
防
局
・
県
内
消
防
本
部
・

消
防
署
に
配
置
し
ま
す
。

○
願
書
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
６
２
‐
０
９
７
６

　

熊
本
市
九
品
寺
１
丁
目
11
‐
４

　

 

県
教
育
会
館
四
階
㈶
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

危
険
物
取
扱
者
及
び

消
防
設
備
士
試
験

　

法
務
省
が
主
唱
す
る
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し

て
、
刑
事
施
設
及
び
少
年
施
設
の

作
業
状
況
及
び
教
育
活
動
の
広
報

と
、
刑
務
作
業
の
成
果
で
あ
る
刑

務
所
作
業
製
品
を
展
示
販
売
し
、

矯
正
行
政
に
対
す
る
理
解
と
協
力

を
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
熊

本
矯
正
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
日
時　

11
月
12
日
土
・
13
日
日

（
12
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

（
13
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

○ 

場
所　

熊
本
刑
務
所
（
熊
本
市

渡
鹿
７
丁
目
12
番
１
号

○ 

内
容　

矯
正
広
報
パ
ネ
ル
展

示
、
矯
正
関
係
上
映
会
、
刑
務

所
作
業
製
品
の
販
売　

な
ど

○ 

問
い
合
わ
せ
先　

　

熊
本
刑
務
所
（
代
表
）

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
３
１
６
５

熊
本
矯
正
展

収
等
へ
お
出
し
い
た
だ
き
処
分
す

る
か
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
無
料
で
回
収
に
伺
い
ま
す
。

○ 

問
い
合
わ
せ
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐

５
０
６
‐
３
０
９
（
無
料
）

　

 

受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

 

定
休
日
：
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

株式会社
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浄 化 槽 は 維 持 管 理 が 大 切 で す
浄化槽管理者(設置者)の皆様へ

広告

浄化槽管理者(設置者)の皆様へ
浄 化 槽 は 維 持 管 理 が 大 切 で す

浄化槽の機能が正しく発揮され、河川や湖にきれいな水を流す
ためには、適切な維持管理が必要です。

水環境を守るために水水環環境境を守守るたために

浄化槽を設置するということは浄化槽の管理者になるということです。
管理者の役割は、浄化槽機能を正常に維持し適切な放流水質を確保することです。

浄化槽管理者の３つの義務浄浄化化槽槽管管理理者者の３つの義義務務

浄化槽管理者には浄化槽法に基づき以下の３つが義務付けられています。

保守点検 清　　掃 法定検査
浄化槽の機能を正常に保つた
めの点検、調査、修理、消毒
剤の補充などを、定期的に行
うことが浄化槽法で定められ
ています。

浄化槽に貯まった汚泥等を引
き抜き、各装置の洗浄や掃除
を年に１回以上行うことが、
浄化槽法で定められています。

保守点検や清掃が適正に行わ
れ、浄化槽が正常に機能して
いるかを総合的に判断するた
めの『浄化槽法定検査』を年
に１回受検することが浄化槽
法で定められています。

大切な海や川を汚さないためには、
浄化槽の健康診断（法定検査）が必要です。
年に１回、必ず法定検査を受けましょう。

◇浄化槽からのお願い◇　使用上の注意事項

・トイレの洗浄水は十分な量を流す。
・トイレットペーパー以外の異物を流さない。
・浄化槽に酸、アルカリの強い洗剤は流さない。
・送風機（ブロアー）の電源はきらない。
・台所から食用油や野菜くずは流さない。
・  マンホールの上に重い物を置かずふたは
　きちんと閉めておく。

《問い合わせ先》　
熊本県浄化槽協会　　　　　
☎０９６－２８４－３３５５

熊本県阿蘇保健所　　　　　
☎３２－０５３５

阿蘇市市民環境課　　　　　
☎２２－３１３５

想い出の写真大募集！想い出の写真大募集！



募集期間：平成24年2月29日水まで（第1期）募集期間：平成24年2月29日水まで（第1期）
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№44

ASO田園空間博物館　記憶の収集プロジェクト

想い出の写真大募集！想い出の写真大募集！想い出の写真大募集！
　ＡＳＯ田園空間博物館では、「記憶の収集プロジェクト」と題し、市民の方々が持っておられる
古写真を集める取り組みを行います。写真とそれにまつわる思い出話を集めることで、阿蘇の生活
文化の記録として将来に伝えていくことがその目的です。
　今回は特に昭和40年以前の阿蘇市内の写真を集めたいと考えています。
　なお、集まった写真は写真展の開催や今後の阿蘇市の地域づくりに役立てていきます。

＜テーマ＞
　「昭和40年以前に撮影された阿蘇市内の
　　　　　　　　　　　　　様子が分かる写真」
　　　・風景写真、人物写真は問いません
　　　・当時の生活風景がよく分かるもの

　地域の祭りの様子、農作業の風景、青年団の集
合写真、阿蘇登山の様子等々、昔の阿蘇の様子が
分かる写真を広く募集します。また、古写真所在
地に関する情報提供もお待ちしております。
　ご協力よろしくお願いします！！

《阿蘇神社おんだ祭の様子(昭和30年代後半)》

《家庭の祝い事での集合写真(昭和12年頃)》

＜募集に関する注意事項＞
・写真をご提供いただく前に必ずASO田園空間博物館までご連絡下さい。
・ ご提供頂いた写真は、ASO田園空間博物館がデジタルデータ化します。現品(写真)の返却を希望される
場合は、ご提供いただいてから1週間程度でご返却致します。
・ご提供して頂いた時点で提供者は本募集要項に記載の諸条件に同意されたものとみなします。
・ 写真の被写体および著作物等については、被写体および原著作者等の権利者から提供者が事前に使用承
諾・承認を得た上でのご提供をよろしくお願い致します。第三者からの権利侵害や損害賠償などの苦
情、意義申し立てがあった場合、主催者は一切の責任を負いかねます。
・ご提供いただいた写真は、将来にわたってASO田園空間博物館の取り組みに活用させて頂きます。

【問い合わせ先】
　　　　ＡＳＯ田園空間博物館総合案内所（道の駅「阿蘇」内）　TEL:35-5077
　　　　ＡＳＯ田園空間博物館ホームページアドレス　http://www.aso-denku.jp/
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■波野高原新そばまつり
＆ 高原野菜収穫祭

　新そばの季節です！波野高原
で収穫された新そばを堪能しま
せんか？今年も豊作で、風味
豊かな新そばが収穫できまし
た。新そばを豊富に使った各メ
ニューが１品１００円で味わえ
ます。是非お越し下さい。
○日時　１１月１３日日　11:00～　※雨天決行
○場所　道の駅波野「神楽苑」イベントデッキ
○催し物　・神楽特別公演（横堀岩戸神楽保存会）
　　　　　・阿蘇ゆるっと博宣伝課長 進藤久明ライブ
　　　　　・新そば料理の販売(数に限りがあります。)
　　　　　・そばの早食い競争
　　　　　・そば手打ちの実演
　　　　　・波野高原野菜の販売
※各メニュー　１００円
※ 入場料は無料となっておりますが、そば料理をお
買い求めの際は食券が必要となりますので、当日
受付でお買い求めください。
○主　催　阿蘇波野高原そばの里づくり推進協議会
○問い合わせ先

道の駅波野「神楽苑」　☎２４－２３３１
農政課　☎２２－３２７４

■簡単しめ縄・ミニ門松づくり
　 手づくりのしめ縄・ミニ門松で手づくりのしめ縄・ミニ門松で

新しい年を迎えよう！新しい年を迎えよう！

　自分だけのしめ縄とミニ門松
を作って、家族みんなで新しい
年を迎えましょう。作り方も簡
単！やさしい指導者と一緒に楽
しく作りましょう！

○日時　　１２月３日土　9:30～12:00
○会場　　阿蘇公民館（内牧）大会議室　　
　　　　　※阿蘇体育館となり
○対象　　小学生と保護者等同伴
○定員　　15組（定員になり次第締め切ります。）
○費用　　1組300円（材料費）
○申込み　教育委員会に直接お電話ください。
○締切　　１１月２２日火まで
○その他　・会場までは、各自でお越しください。
　　　　　・ 服装は汚れても構わない格好でお願い

します。
○申し込み・問い合わせ先

教育委員会　☎２２－３２２９

■ＡＳＯ出会い応援団事業 
婚活パーティー

　熊本県内の独身者を対象に出会いの場を提供する
婚活パーティーを開催します。
○日時　１１月２６日土　集合18:00　開始18:30
○会場　サンクラウン大阿蘇
○参加費　男性４，０００円　女性３，０００円　
　　　　　（鍋パーティー・飲み放題）　
○募集定員　男女各２０名（合計４０名）
○応募資格　熊本県内在住で独身者の方　
○申込方法　下記までお電話下さい。
○申し込み・問い合わせ先
阿蘇市社会福祉協議会地域福祉班  ☎３２－１１２７

平成23年度阿蘇市公民館事業

素敵な出会いを見つけませんか？

■阿蘇市人権フェスティバル
○日時　１２月２日金　8:30～
○場所　阿蘇体育館（内牧）
○内容　展示部門では、園児が描いた人権絵画や児
童・生徒が考えた
人権標語などを多
数展示します。
　ステージ部門で
は、徳島県人権啓
発青少年連絡協議
会事務局の大湾昇
氏による記念講演を予定しています。
　また、人権擁護委員による特設人権相談所を開設
します。
○問い合わせ先　人権啓発課　☎２２－３２０６

昨年の様子昨年の様子

平成２３年度熊本県男女共同参画実践支援事業【特定分野】委託事業
　男女共同参画講演会　開催のお知らせ

　阿蘇市地域婦人会では、今年度「男女共通のテーマで共に学び理解を深め、進めよう　男女共同
参画によるまちづくり」をテーマに、年3回の講座を開催します。
　最終回の今回は講師に福岡県男女共同参画センターあすばる前館長の中島玲子氏を講師に迎え、
「老若男女を問わず進める男女共同参画」と題した講演をしていただきます。
　講演会は、どなたでも参加できますので、阿蘇市の皆様の多数のご参加をお待ちしています。

開催日時　11月18日金　午前１０時～正午
開催場所　農村環境改善センター（内牧）
お問い合わせ　阿蘇市地域婦人会　会長神保　☎２２－０６５３ 講師の中島玲子氏
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■スポーツ施設スケジュール
※内容は10月17日現在の情報です

■第110回阿蘇市をさるこう！
「中通古墳群と小嵐山の謎をさるく！」
　地域案内人と一緒に紅葉を鑑賞しながら中通古墳
群や地域の自然・歴史について学びませんか？
○日時　１１月２６日土　9：40～１４：30
○集合　ＡＳＯ田園空間博物館総合案内所　
　　　　９：40（出発　9：50）
○場所　阿蘇市中通地区
○案内人　 甲斐一龍氏、井手主計氏、甲斐俊夫氏　

宮本利邦氏(阿蘇市教育委員会)
○参加費　１，５００円（保険、資料、昼食代込）
○定員　３０名（定員になり次第締切ります。）
※ 少雨催行。大雨の場合は一部内容を変更して開
催、もしくは翌日に延期します。
○申し込み・問い合わせ先
ＡＳＯ田園空間博物館総合案内所 ☎３５－５０７７

月 日 曜日 内容

11
月

5日 土 図書館まつり(農村環境改善センター)
6日 日 中江岩戸神楽定期公演(中江神楽殿)
〃 〃 狂犬病予防注射
12日 土 阿蘇市子ども芸術祭(阿蘇体育館)

13日 日 阿蘇波野高原新そばまつり
(道の駅波野「神楽苑」)

〃 〃 狂犬病予防注射

20日 日 第35回阿蘇郡市町村対抗駅伝大会
(阿蘇市役所スタート)

〃 〃 狂犬病予防注射

12
月

2日 金 阿蘇市人権フェスティバル(阿蘇体育館)

3日 土 簡単しめ縄・ミニ門松づくり
(阿蘇公民館)

4日 日 第７回阿蘇市民地域対抗駅伝大会

■行事・イベント

○阿蘇体育館　☎３２－４０００

○農村公園あぴか　☎３２－５０８１
月 日 曜日 内容

11
月

16日 水 阿蘇郡市グランドゴルフ大会（雨天時22日）
19日 土 熊本県下市役所職員親善ソフトボール大会
20日 日 〃
26日 土 キッズサッカー8人制大会

■第23回田空さるた塾
「阿蘇を食べよう！～キッチン火山学～」
　　阿蘇のカルデラってどうやってできたの？火山
の仕組みってどうなってるの？など阿蘇の火山の秘
密をチョコレートなど食べられる材料を使って実験
します。皆さん、おいしく学びませんか？
○日時　１２月２日金　19：00～21：00
　　　　（開場：18：30～）
○場所　ASO田園空間博物館総合案内所　研修室
○講師　池辺伸一郎氏(阿蘇火山博物館館長)
○参加費　５００円（資料、菓子代込）
○定員　３０名（定員になり次第締切ります。）
○申し込み・問い合わせ先
ＡＳＯ田園空間博物館総合案内所 ☎３５－５０７７

■2011乙姫ペンション村
イルミネーションと「光の巨大迷路」
　電飾数３万個、総延長約１ｋｍのチューブライト
で創られた巨大な光の迷路とオブジェのほか、それ
ぞれのペンションが趣向を凝らした個性的なイルミ
ネーションで飾ります。
○開催期間　１２月１日木～１２月２５日日まで
　　　　　　18:00～21:00
○問い合わせ先
乙姫ペンション村運営協議会　　☎３２－４５００

広告

月 日 曜日 内容

11
月

5日 土 第12回阿蘇やまびこふれあいフェスタ
6日 日 阿蘇市バトミントン秋季大会
7日 月 阿蘇市複合健診
12日 土 阿蘇市こども芸術祭
13日 日 カルデラリーグ大会（ソフトバレー）
19日 土 ＪＡ阿蘇総合展示会
20日 日 〃
26日 土 阿蘇郡市中学生学年別卓球大会
27日 日 熊本県バスケットボールリーグ

12
月 11日 日 火の山旗空手道選手権大会



波野中学校　ＡＬＴ
ルイス　ゴンザガ　バレイラ　ブラス

よろしくお願いします。
　阿蘇市のみなさん、はじめまして。今年の４月から波野中学校でＡ
ＬＴをしている ルイス　ゴンザガ　バレイラ　ブラス といいます（ゴ
ンザガと呼んでください）。
　私は、ポルトガルで生まれ、スペインで育ち、日本に来る前の１４年
間ほどをイギリスのロンドンで過ごしました。ロンドンにいる時に熊
本出身の日本人女性と知り合い結婚しました。日本に来ることを決め
たのは彼女と出会い、彼女の母国の文化を知りたいと思ったからです。
　日本に来て２年、阿蘇に来てから半年ほど経ちましたが、日本や阿
蘇についての印象は“ おもしろい ”です。言葉では説明しにくいので
すが、幾重にも重なった異なる地層や、特有の気候にはとても興味を
持ちます。すでに“梅雨”を経験しましたし、これから秋の美しさを感じ、厳しい冬を知ることでしょう。
聞くところによると、波野地域の冬の寒さは厳しいらしいので、がんばって乗り越えたいです。
　それから、はじめて２つの大きな地震を体験しました。周囲の人々は普通にしていますが、地震と
縁がないところから来た私にとっては一大事でした。
　そしてなんといっても一番の感激は、みなさんもご存じのとおり、活火山を有する世界最大級のカ
ルデラの中で生活していることですね。
　ＡＬＴの仕事についてですが、波野中学校と波野小学校、坂梨小学校で英語や国際理解に関する授
業を行っています。中学生と小学生にそれぞれの内容を教えることは大変で、また、私はまだ日本語
をあまり話せないので先生や児童・生徒とのコミュニケーションにも苦労しています。しかしながら、
先生方はとても協力的で、子どもたちは意欲的です。
　いつまでこの仕事を続けていけるかわかりませんが、子どもたちや地域のみなさんのために貢献で
きるようがんばります。

ＡＬＴ（英語指導助手）活動日誌ＡＬＴ（英語指導助手）活動日誌ＡＬＴ（英語指導助手）活動日誌ＡＬＴ（英語指導助手）活動日誌ＡＬＴ（英語指導助手）活動日誌
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話
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ま
し
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骨粗しょう症を予防しよう骨粗しょう症を予防しよう骨粗しょう症を予防しよう
～牛乳・乳製品講習会を実施してみて～
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子育て支援センター情報
市では３ヶ所の子育て支援センターを開設しています。どのセンターもご自由にご利用いただけます。

日にち 活　動　予　定
11/9 ○プラパンを楽しもう！

11/16 ○ 誕生会・計測日・不用品交換会

11/30

○ きりかけ大根作りに挑戦
しよう（9：00波野保健
センター集合)

※要予約

12/2 ○ 波野保育園の発表会に参
加しよう

12/10
○ 波野保育園の餅つきに参
加しよう

　(エプロン・三角巾持参)

の ん び り 広 場 す く す く 広 場 ぴ よ ぴ よ 広 場
日にち 活　動　予　定

11/8

○落葉・木の実拾い
　 (10： 00～)
　 阿蘇神社まで出掛けま
す。ベビーカー持参

11/10 ○ 落葉や木の実を使ってボード作り

11/17
○体験保育・給食試食会　
　 (9：30りんどう保育園集合)
※要予約

11/22 ○ 茶道教室(親子で茶道体験をしよう)※要予約

11/24 ○誕生会・計測日

12/1
○ 親子でふれあい遊び
　 (わらべ歌や親子ダンスで
しなやかな体づくり)

12/6
○ 編み物教室(アクリルタワ
シを作ろう！→毛糸やか
ぎ針持参)

日にち 活　動　予　定

11/7

○ 食生活改善推進員さんに
よる料理教室(9：30農村
環境改善センター集合)
※要予約

11/8 ○簡単クッキング(おやつ)
○子育て相談会

11/16 ○ 誕生会・体験試食会○ おはなし会「アップルさん」

11/22 ○ 不用品交換会○ お店屋さんごっこ

11/25 ○ ぴよママの集い(対象者のみの集いとなります)

11/30 ○ 親子ふれあい体操(３Ｂ体操指導者：大塚美和氏)

12/7
○ 計測日・体験試食会
　(おやつ)
○作って遊ぼう！

センター開放時間
　月～金曜（9：00～14：00）
場　所　波野保育園☎２４－２８００

(お知らせ端末同番号)
※育児相談を随時受け付けています。
　（電話相談も可）

センター開放時間　
　月～金曜（8：00～17：00）
　土曜（8：00～12：00）
場　所　一の宮子育て支援センター
　すくすくハウス(りんどう保育園横)
　　　　　　　☎２２－４５３９
※育児相談を随時受け付けています。
☎２２－３８５０（育児相談専用）

センター開放時間
　月～金曜（9：00～17：00）
場　所　阿蘇市子育て支援センター
　　　　　　　☎３２－３８４３

(お知らせ端末同番号)
※育児相談を随時受け付けています。
（電話相談も可）
※第２土曜日開所しています。

各センターでは・・・
☆おやつ作りや親子クッキングなど
の調理実習にはエプロン・三角巾
（バンダナ可）が必要です。

子育て支援センター情報
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お知らせカレンダー
各 種 相 談 の 日 程

心配ごと相談
１１月１０日木
　9：30～12：00　一の宮保健センター
１２月７日水
　9：30～12：00　阿蘇保健福祉センター

社会保険出張相談＜(国民年金・厚生年金)予約制＞
１１月１８日金
　10：00～15：00　市役所議会棟大会議室
１２月７日水
　10：00～15：00　農村環境改善センター
　予約先　熊本東年金事務所(☎096-367-8144)

もの忘れ相談〈予約制・無料〉
１１月８日火
　15：00～17：00　阿蘇市役所
　予約先　高齢者支援課(☎22-3145)

こころの相談＜予約制・無料＞
１２月１日木
　10：00～16：00　一の宮保健センター
　予約先　一の宮保健センター(☎22-5088)

各 種 健 診 の 日 程

３～４ヶ月児健診
１１月８日火　対象者　H23.7月生まれ
　受付　13：00～13：20　一の宮保健センター

７～８ヶ月児健診
１２月６日火　対象者　H23.4月生まれ
　受付　13：00～13：20　一の宮保健センター

１歳６ヶ月児健診
１１月１５日火　対象者　H22.3月生まれ
　受付　13：00～13：20　一の宮保健センター

３歳児健診
１１月３０日水　対象者　H20.4月生まれ
　受付　13：00～13：20　阿蘇保健福祉センター

休 日 在 宅 医

11月６日
11月13日
11月20日
11月23日
11月27日
12月４日
12月11日

脇胃腸科
松見内科クリニック
坂梨ハートクリニック
たくもと小児科クリニック
栗林内科医院
眼科古嶋医院
家入整形外科

３２－２５００
２２－０２６０
２４－６２６２
３４－２２０２
２４－１０２４
３４－０００８
３２－００４８

予 防 接 種

３種混合[予約制]
場 　所： 阿蘇中央病院、小野主生医院、

たくもと小児科クリニック、　
松見内科クリニック

対象者：生後３ヶ月～７歳６ヶ月未満

ＢＣＧ[毎週第４火曜日]
場　所：一の宮保健センター
受　付：13:30～13:50
対象者：生後３ヶ月～６ヶ月未満

麻しん・風しん[予約制]
●対象者
　１期:１歳～２歳未満児
　２期:年長児に相当する方
　３期:中学１年生に相当する方
　４期:高校３年生に相当する方

● ポリオ･ＢＣＧ･麻しん･風しん等(生ワクチン)の予防接種を受けたら、２７日間
は他の予防接種は受けられません。３種混合・日本脳炎等(不活化ワクチン)の
予防接種を受けたら６日間は他の予防接種は受けられません。
●必ず母子手帳と問診票(３～４ヵ月児健診時に配布)を持参して下さい。

問い合わせ先：一の宮保健センター ☎２２－５０８８

日本脳炎[予約制]
対象者：３歳～７歳６ヶ月未満
　　　　９歳～13歳未満(※)
(※) 平成7年6月1日～平成19年4月1日生
まれの方は、20歳未満までの間、日
本脳炎１・２期が受けられるように
なっています。

医療機関名
種類

麻しん風しん 日本脳炎
阿蘇温泉病院阿蘇温泉病院 ●● ●●
家入整形外科家入整形外科 ●●
市原胃腸科外科市原胃腸科外科 ●
小野主生医院小野主生医院 ● ●●
古閑医院古閑医院 ● ●●
坂梨ハートクリニック坂梨ハートクリニック ●
たくもと小児科クリニックたくもと小児科クリニック ● ●●
問端内科問端内科 ●
松見内科クリニック松見内科クリニック ● ●●
脇胃腸科脇胃腸科 ●
栗林内科医院栗林内科医院 ● ●●
波野診療所波野診療所 ●
阿蘇中央病院阿蘇中央病院 ●● ●●

○上記医療機関に必ず電話予約をしてください。○上記医療機関に必ず電話予約をしてください。

・・・高齢者支援課☎５５－３１４５　一の宮保健センター☎５５－５０８８

熊本県弁護士会法律相談＜予約制・有料＞
毎週金曜日※年末年始、祝祭日を除く
　13:00～16:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県弁護士会(☎096-325-0009)

熊本県司法書士会総合相談＜予約制・有料＞
毎週水曜日※年末年始、祝祭日を除く
　17:00～20:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県司法書士会（☎096-364-2890）

健康測定日＜事前予約不要・無料＞
１１月２４日木
　  9：00～17：00　一の宮保健センター
１１月２５日金
　  9：30～16：00　内牧支所
１１月２８日月
　10：00～16：00　波野保健福祉センター
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ダイコンは千切りにする。ダイコンの葉は下茹でして短く切る。ニンジンは
千切りにする。
干しシイタケは水で戻して千切りにする。※戻し汁はダシに使う。
シメジは根元を切り小房に分ける。エノキは根元を切り半分の長さに切る。
鶏肉は一口程度の大きさに切る。
鍋にシイタケの戻し汁と水を合わせてカップ６杯になるように入れ、鶏肉、
固形スープの素を加えて強火にかける。
煮立ったら、ダイコン、ニンジンを加えて火を弱め、アクをとりながら煮る。
具に火がとおったら、シイタケ、シメジ、エノキを加えひと煮たちさせる。
塩、しょうゆ、こしょうで調味し、ダイコンの葉を散らす。

●ダイコン ………………… ４００ｇ
●ニンジン ………………… １００ｇ
●干しシイタケ ……………… ３枚
●シメジ ……………………… ５０ｇ
●エノキ ……………………… ５０ｇ

材　料　（５人分）

作 り 方

●鶏肉 ……………………… 100ｇ
●固形スープの素 …………… １個
●塩 …………………… 小さじ１/２
●しょうゆ ………………… 小さじ１
●こしょう …………………… 少々
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市の人口  ２８，617人 （男１３，498人　女１５，119人）　　世帯数 １１，０86戸　　Ｈ２３．10．１

〔血液型〕　Ｏ型
〔趣味〕　キャンプ、魚釣り
〔阿蘇の好きなところ〕　雄大な自然
〔阿蘇市への要望〕
　若い人が働ける場の創造
〔好きな女性のタイプ〕
　常識のあるしっかりしている人
〔好きな言葉〕　発想の転換

Ｑ．仕事の内容
　　お客様の対応、
　　体験学習の指導

Ｑ． 仕事で、日頃から心がけ
　　ていること
　　相手の目線に立った仕事

田上  一幸 さん　（29）　小地野
なみの高原やすらぎ交流館　勤務

た が み 　かずゆき

大根大根ときのこきのこのスープスープ大根大根ときのこきのこのスープスープ大根ときのこのスープ

76 kcal
6.3ｇ
2.7ｇ

：
：
：

野菜やキノコは食物繊維を多く含みます。
食物繊維は食品中の糖質や脂肪の吸収を
遅らせてくれます。食物繊維を十分に摂取
する（野菜を先に食べる）ことは生活習慣
病予防のためのポイントです。

〈栄養士より一言〉

～食生活改善推進委員協議会～

エネルギー
タンパク質
脂 質

36ｍｇ
1.2ｇ

：
：

カルシウム
塩 分

　８月１９日から５９日間行われた火焚き神事が無事
終了し、火焚き乙女が火焚き殿から出る乙女揚げ
神事が１０月１６日行われました。

　ご神体も氏子
らの神輿行列と
ともにご本殿に還
幸。１０月１８日は
これを祝った秋祭
の夜渡祭が行わ
れ、地元青年たちによる奉納相撲が盛んに披露されました。また神官に
よる禊（水かぶり）も夜通し行われました。阿蘇市は今年も豊作。先代
から継承される田畑と共に祭事も大切に継承されています。

霜宮で乙女揚げ神事霜宮で乙女揚げ神事霜宮で乙女揚げ神事霜宮で乙女揚げ神事霜宮で乙女揚げ神事
国指定重要無形民俗文化財阿蘇の農耕祭事
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